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一

　
　
　
　

は
じ
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今
岡
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一
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一
―
一　
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一
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戦
後
の
活
動　
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ハ
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史
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―
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問
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―
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｢
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三
―
三　
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三
―
四　
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国
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四　

冷
戦
の
両
側
で
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岡
十
一
郎
の
活
動
を
通
し
て
観
る
日
本
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
外
交
関
係
の
変
遷

梅
村　

裕
子　
　



今
岡
十
一
郎
の
活
動
を
通
し
て
観
る
日
本
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
外
交
関
係
の
変
遷
（
梅
村 

裕
子
）

205

二

　
　
　
　
　

四
―
一　

一
九
五
六
年
ハ
ン
ガ
リ
ー
動
乱
の
影
響
と
国
交
回
復

　
　
　
　
　

四
―
二　

戦
後
の
両
国
関
係
と
今
岡

　
　
　
　

お
わ
り
に　
　

　
　

は
じ
め
に

　

冷
戦
終
結
を
経
て
日
本
と
東
欧
諸
国
と
の
関
係
は
一
変
し
た
。
日
本
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
関
係
も
一
九
九
〇
年
代
か
ら
は
そ
れ
ま
で
の
制

限
さ
れ
た
関
係
か
ら
解
き
放
た
れ
、
現
在
は
特
に
外
交
的
懸
案
事
項
も
な
く
政
治
、
経
済
、
文
化
の
領
域
で
良
好
な
交
流
が
発
展
し
て

い
る
。
一
方
、
日
本
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
関
係
史
の
研
究
は
、
史
料
の
扱
い
が
自
由
に
な
っ
て
か
ら
日
が
浅
い
た
め
比
較
的
新
し
い
テ
ー
マ

で
あ
る
。
ま
だ
包
括
的
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
両
国
関
係
に
お
い
て
戦
前
か
ら
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の

が
今
岡
十
一
郎
で
あ
る
。
筆
者
は
彼
の
業
績
、
主
に
著
作
等
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
論
考
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
発
表
し
て
き
た
が

（
１
）

、
日
本

で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
両
国
間
の

初
の
架
け
橋
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
今
回
は
新
し
い
史
料
や

研
究
も
駆
使
し
、
今
岡
の
活
動
を
辿
る
こ
と
で
垣
間
見
え
る
両
国
の
外
交
史
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
特
徴
と
そ
の
変
遷
を
描
き
検
証
す
る
。

　

二
〇
世
紀
の
日
本
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
関
係
は
世
界
史
の
流
れ
で
大
き
く
翻
弄
さ
れ
様
相
は
そ
の
都
度
変
化
し
た
。
今
岡
は
日
本
に
お
い

て
一
時
外
務
省
の
嘱
託
職
員
で
あ
っ
た
が
、
活
動
の
多
く
は
民
間
人
と
し
て
外
交
の
現
場
で
も
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
彼
の
活
動
を

通
し
て
日
本
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
外
交
関
係
の
特
徴
的
な
断
面
に
光
を
当
て
る
。
両
国
関
係
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
な
っ
た
人
物
の
活
動
を
座
標

軸
に
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
国
と
日
本
の
関
係
を
鳥
瞰
図
的
な
角
度
か
ら
考
察
す
る
。
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三

　
　
　

一　

今
岡
十
一
郎
の
足
跡

（
２
）

　

一
―
一　

渡
航
の
き
っ
か
け
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
の
活
動

　

今
岡
十
一
郎
（
一
八
八
八
‐
一
九
七
三
）
は
一
八
八
八
年
四
月
二
一
日
島
根
県
松
江
市
に
生
ま
れ
た
。
幼
少
の
頃
家
は
貧
し
く
小
学

校
を
卒
業
す
る
と
上
の
学
校
へ
行
き
た
い
気
持
ち
が
あ
っ
た
が
、
学
費
の
余
裕
は
な
か
っ
た
。
父
富
之
助
が
瑪
瑙
加
工
業
を
営
ん
で
お

り
、
今
岡
も
学
費
を
捻
出
す
べ
く
こ
の
瑪
瑙
加
工
の
見
習
い
で
働
い
た
。
松
江
は
日
本
有
数
の
瑪
瑙
の
産
地
で
、
近
辺
で
は
そ
う
い
っ

た
工
芸
が
盛
ん
だ
っ
た
の
だ
。
こ
の
石
を
削
っ
て
加
工
す
る
技
術
の
習
得
は
、
彼
に
継
続
的
な
仕
事
や
忍
耐
強
さ
を
植
え
付
け
た
よ

う
で
あ
る

（
３
）

。
若
い
時
に
培
わ
れ
た
こ
う
い
う
性
格
は
後
の
活
動
に
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。
そ
の
後
普
通
よ
り
少
し
遅
れ
て
松
江
高
等
学

校
（
現
・
松
江
北
高
校
）
に
進
学
し
一
九
一
〇
年
に
卒
業
し
た
。
そ
し
て
こ
の
年
東
京
外
国
語
学
校
（
現
・
東
京
外
国
語
大
学
）
ド
イ

ツ
語
科
に
入
学
、
一
九
一
四
年
に
卒
業
し
そ
の
後
引
き
続
き
専
科
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん
で
い
る
。
こ
の
頃
今
岡
の
恩
師
、
山
口
小
太

郎
教
授
は
来
日
し
た
旧
知
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
民
俗
学
者
バ
ラ
ー
ト
シ
・
バ
ロ
グ
・
ベ
ネ
デ
ク

（
４
）

を
今
岡
に
紹
介
す
る
。
北
海
道
や
サ
ハ
リ

ン
に
住
む
ア
イ
ヌ
民
族
を
研
究
し
よ
う
と
い
う
バ
ロ
グ
に
ド
イ
ツ
語
の
通
訳
兼
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
同
行
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
が
今
岡
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の

初
の
関
わ
り
で
あ
る
。
半
年
間
程
バ
ロ
グ
の
北
方
研
究
に
付
き
合
い
親
交
を
深
め
た
。

　

第
一
次
大
戦
で
今
岡
は
通
訳
官
と
し
て
軍
務
に
就
き
、
退
営
し
た
後
は
東
京
大
学
経
済
学
部
の
図
書
館
で
司
書
と
し
て
日
々
の
糧
を

得
て
い
た
。
海
外
へ
留
学
す
る
希
望
を
持
っ
て
い
て
費
用
の
準
備
に
も
努
め
て
い
た
よ
う
だ
。
大
戦
が
終
結
し
渡
航
の
機
会
を
窺
っ
て

い
た
頃
、
一
九
二
一
年
再
び
バ
ロ
グ
が
来
日
し
た
。
目
的
の
ひ
と
つ
は
自
身
が
熱
を
入
れ
て
い
る
ツ
ラ
ニ
ズ
ム
と
い
う
運
動
を
日
本
で
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四

も
広
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た

（
５
）

。
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
と
日
本
人
を
兄
弟
民
族
と
結
び
付
け
る
思
想
に
今
岡
は
惹
き
込
ま
れ
賛
同
者
と

な
っ
た
。
数
ヶ
月
の
間
に
バ
ロ
グ
の
主
張
を
講
演
で
訳
し
、
記
事
を
翻
訳
し
て
雑
誌
に
も
載
せ
て
い
る

（
６
）

。
ま
た
「
ツ
ラ
ン
同
盟
」
な
る

団
体
を
設
立
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
い
く
つ
か
の
新
聞
記
事

（
７
）

を
除
い
て
実
際
の
活
動
を
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
至
ら
な

か
っ
た
。

　

留
学
を
実
現
す
べ
く
一
九
二
二
年
バ
ロ
グ
と
共
に
ア
メ
リ
カ
を
経
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
到
着
し
た
。
立
ち
寄
っ
た
ド
イ
ツ
は
戦
争
の
傷

跡
も
ひ
ど
く
足
早
に
引
き
上
げ
、
バ
ロ
グ
の
祖
国
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
降
り
立
っ
た
。
知
り
合
い
の
つ
て
で
医
科
大
学
の
イ
レ
ー
イ
通
り
に

あ
る
学
生
寮
に
部
屋
を
借
り
る
。
一
二
畳
程
も
あ
る
部
屋
と
街
中
の
利
便
性
は
快
適
な
生
活
を
も
た
ら
し
、
帰
国
す
る
ま
で
の
約
九
年

間
を
ず
っ
と
こ
こ
で
過
ご
し
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
は
当
初
か
ら
集
中
的
に
取
り
組
ん
だ
よ
う
で
、
い
つ
も
和
独･

独
和
、
独
洪･

洪
独

の
辞
書
を
持
ち
歩
い
て
言
葉
の
習
得
に
励
ん
だ
。

　

間
も
な
く
求
め
ら
れ
る
ま
ま
新
聞
紙
上
に
日
本
に
つ
い
て
の
記
事
執
筆
を
始
め
る
。
こ
の
頃
欧
米
で
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
排
日
運

動
に
起
因
す
る
黄
禍
論
が
盛
ん
で
今
岡
は
そ
れ
に
つ
い
て
意
見
さ
れ
た
り
見
解
を
求
め
ら
れ
た
り
で
、
同
地
に
滞
在
す
る
日
本
人
と
し

て
は
弁
解
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

（
８
）

。
同
時
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会
に
お
け
る
日
本
に
対
す
る
並
な
ら
ぬ
興
味
関
心
を
感
じ
た
も
の
の
、
そ
の

情
報
は
偏
っ
た
り
歪
ん
だ
り
で
、
彼
自
身
も
記
事
や
講
演
で
そ
う
い
う
面
を
補
い
た
い
と
思
っ
た

（
９
）

。

　

記
事
を
書
き
始
め
た
の
は
一
九
二
四
年
頃
か
ら
で
、
帰
国
す
る
ま
で
の
五
、
六
年
間
に
掲
載
さ
れ
た
数
は
少
な
く
と
も
約
一
五
〇
本

に
の
ぼ
る

）
10
（

。
掲
載
紙
は
日
刊
紙
、
雑
誌
と
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
特
に
『
マ
ジ
ャ
ル
シ
ャ
ー
グ
』
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
）
紙

の
日
曜
版
に
は
頻
繁
に
書
い
た
。
テ
ー
マ
は
大
抵
日
本
を
紹
介
す
る
も
の
で
、
当
時
の
欧
州
に
あ
っ
た
エ
キ
ゾ
チ
ズ
ム
へ
の
関
心
を
惹

く
よ
う
な
テ
ー
マ
が
多
い
。
す
な
わ
ち
茶
の
湯
、
芸
者
、
正
月
行
事
、
雛
祭
り
や
五
月
の
節
句
、
生
活
習
慣
、
食
習
慣
、
そ
の
内
テ
ー

マ
は
日
本
の
教
育
や
文
学
、
演
劇
、
美
術
の
紹
介
に
ま
で
広
が
っ
た
。
今
岡
の
時
代
は
古
い
日
本
の
習
慣
が
ま
だ
強
く
残
っ
て
い
た
し
、
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五

そ
の
記
述
は
時
に
強
調
さ
れ
て
い
て
今
の
日
本
人
に
は
郷
愁
を
感
じ
さ
せ
る

）
11
（

。
並
行
し
て
ほ
と
ん
ど
同
数
の
講
演
も
行
っ
て
い
る
。
当

時
の
講
演
ポ
ス
タ
ー
や
招
待
状
に
よ
る
と
全
国
津
々
浦
々
の
都
市
や
村
に
呼
ば
れ
て
出
か
け
、
幻
燈
写
真
を
使
っ
て
講
演
し
た
。
テ
ー

マ
は
記
事
と
同
様
広
い
範
囲
に
渡
っ
た
が
、
地
方
の
村
な
ど
で
は
一
般
的
な
日
本
紹
介
を
し
た
。
テ
レ
ビ
も
な
く
、
一
般
の
人
々
の
行

き
来
も
な
い
時
代
、
日
本
に
関
心
の
高
い
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会
で
日
本
人
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で
自
国
を
語
る
の
で
あ
る
か
ら
人
気
が
出
た

こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
実
際
に
ポ
ス
タ
ー
に
は
「
混
雑
を
避
け
る
た
め
講
演
は
二
回
行
い
ま
す
」
と
記
し
て
あ
る

）
12
（

。
ま
た
ツ
ラ

ン
協
会
の
語
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
足
掛
け
三
年
に
渡
り
日
本
語
を
教
え
た
。
こ
の
よ
う
な
活
発
な
活
動
は
今
岡
に
日
々
の
糧
を

も
た
ら
し
た
。
滞
在
の

初
は
日
本
で
の
貯
蓄
や
仕
送
り
を
頼
り
に
し
た

）
13
（

。
そ
の
後
は
徐
々
に
講
演
の
謝
礼
や
原
稿
料
、
語
学
教
師
、

通
訳
者
と
し
て
生
計
を
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た

）
14
（

。

　

掲
載
さ
れ
た
記
事･

講
演
録
を
中
心
に
一
九
二
九
年
『
ウ
ー
イ･

ニ
ッ
ポ
ン
』
（
新
日
本
）
と
い
う
題
の
書
物
を
大
手
の
ア
テ
ネ
ウ

ム
社
か
ら
出
版
し
た
。
日
本
人
の
手
に
よ
る
初
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
書
籍
で
あ
る
。
注
目
を
集
め
新
聞
雑
誌
の
書
評
欄
を
賑
わ
せ
た
。
少

な
く
と
も
二
〇
篇
の
書
評
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
多
く
が
今
岡
の
文
章
の
良
さ
面
白
さ
や
挿
絵･

写
真
の
美
し
さ
を
賞
賛
し
て
い

る
）
15
（

。

　

こ
う
い
っ
た
日
本
紹
介
活
動
の
他
、
経
済
分
野
に
お
い
て
も
架
け
橋
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
頃
日
本･

ハ
ン
ガ
リ
ー
間
の
貿

易
は
ま
だ
取
る
に
足
ら
な
い
量
で
あ
っ
た
。
経
済
分
野
の
発
展
こ
そ
二
国
間
関
係
を
継
続
的
に
す
る
と
思
っ
た
今
岡
は
、
手
始
め
に

ウ
ィ
ー
ン
の
見
本
市
に
出
品
さ
れ
た
日
本
産
品
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
持
ち
込
む
べ
く
奔
走
し
た
。
こ
れ
ら
の
産
品
は
翌
年
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト

国
際
見
本
市
で
展
示
さ
れ
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
年
末
に
は
通
商
取
極
め
が
交
わ
さ
れ
、
翌
年
に
は
ブ
ダ
ペ
ス
ト
国
際
見
本
市

に
日
本
が
初
参
加
し
た
。

　

戦
間
期
の
日
本･

ハ
ン
ガ
リ
ー
間
は
外
交
関
係
こ
そ
あ
っ
た
が
公
使
館
は
ま
だ
な
く
、
ウ
ィ
ー
ン
の
日
本
公
使
館
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
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六

管
轄
し
て
い
た
。
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
ブ
ダ
ペ
ス
ト
へ
の
客
の
訪
問
は
頻
繁
に
あ
り
今
岡
は
案
内
役
を
務
め
て
い
る
。
ハ
イ
ラ
イ
ト
だ
っ
た

の
は
一
九
三
一
年
一
月
二
七
～
二
九
日
に
か
け
て
の
高
松
宮
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
訪
問
で
あ
り
、
今
岡
は
準
備
段
階
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
の
日
本

公
使
館
と
連
繋
を
取
り
協
力
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
何
か
と
い
う
と
今
岡
が
駆
り
出
さ
れ
て
い
た
。
一
九
三
〇
年
、
帰
国
前
に
今
岡

は
両
国
関
係
発
展
に
尽
く
し
た
功
績
と
し
て
摂
政
ホ
ル
テ
ィ
よ
り
勲
三
等
白
十
字
章

）
16
（

を
授
か
っ
た
。

　

講
演
や
記
事
を
通
じ
て
今
岡
の
名
は
全
国
的
に
知
ら
れ
、
様
々
な
催
し
や
会
合
へ
の
招
待
を
受
け
た
。
貴
族
達
上
流
階
層
の
集
ま
る

社
交
界
、
舞
踏
会
に
も
招
待
客
や
幹
事
と
し
て
名
を
連
ね
た

）
17
（

。
政
治
家
や
著
名
人
と
懇
意
に
な
る
機
会
も
豊
富
に
あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ

る
。
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
の
も
う
ひ
と
つ
の
出
会
い
の
場
は
居
住
地
か
ら
程
近
い
カ
フ
ェ
セ
ン
ト
ラ
ル
で
あ
る
。
戦
間
期
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
は

カ
フ
ェ
文
化
が
大
い
に
花
開
い
て
い
た
。
カ
フ
ェ
に
よ
っ
て
独
自
の
雰
囲
気
が
あ
り
、
各
々
が
競
い
合
っ
て
文
壇
カ
フ
ェ
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
カ
フ
ェ
な
ど
に
分
か
れ
、
朗
読
会
や
展
示
会
が
あ
り
、
内
装
や
メ
ニ
ュ
ー
に
も
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
。
今
岡
が
通
っ
た
セ
ン
ト

ラ
ル
は
文
芸
誌
『
ニ
ュ
ガ
ト
』
に
関
係
す
る
作
家
や
文
芸
記
者
の
出
入
り
す
る
カ
フ
ェ
と
し
て
名
を
馳
せ
た
と
こ
ろ
だ
。
今
岡
が
座
る

「
い
つ
も
の
席
」
が
あ
り
、
給
士
達
は
「
日
本
の
先
生
」
と
呼
ん
で
い
た
。
作
家
や
編
集
者
と
の
出
会
い
に
は
格
好
の
場
所
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
。
日
課
と
し
て
通
っ
て
い
た
こ
と
が
次
の
返
書
か
ら
も
わ
か
る
。
「
大
体
毎
日
午
後
一
時
か
ら
四
時
は
セ
ン
ト
ラ
ル
に
い
ま
す
。

こ
の
時
間
な
ら
大
抵
お
会
い
出
来
る
で
し
ょ
う

）
18
（

。
」 

ま
た
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
的
な
習
慣
は
田
舎
に
多
く
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
今
岡
も

好
ん
で
体
験
し
て
い
た
。
地
方
の
村
か
ら
誘
い
が
あ
っ
て
よ
く
出
か
け
、
農
村
に
残
る
古
い
風
習
や
生
活
に
接
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ

て
い
た
。

　

戦
間
期
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
友
好
団
体
で
あ
る
日
本
協
会
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
専
門
家
の
講
演
や
訪
問
し
た
日
本
人
と
の

交
流
な
ど
広
く
行
事
を
展
開
し
た
が
今
岡
は
有
力
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
活
動
し
た
。
一
九
一
〇
年
に
設
立
の
ツ
ラ
ン
協
会
の
活
動

も
活
発
に
な
る
。
協
会
の
根
本
思
想
ツ
ラ
ン
主
義
は
戦
間
期
の
日
洪
関
係
を
特
徴
付
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
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七

て
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
親
戚
民
族
と
い
う
考
え
が
広
ま
り
、
国
の
紹
介
や
語
学
講
座
な
ど
が
営
ま
れ
た
。
今
岡
も
日
本
語
を
教
え
て

い
た
。

　

一
―
二　

帰
国
か
ら
第
二
次
大
戦
終
結
ま
で
の
活
動

　

今
岡
は
一
九
三
一
年
末
、
久
し
振
り
に
帰
国
す
る
。
十
年
近
い
外
国
暮
ら
し
は
ま
だ
珍
し
く
新
聞
が
今
岡
の
帰
国
を
報
じ
て
い
る
。

彼
の
人
気
振
り
に
つ
い
て
現
地
で
は
花
嫁
の
申
込
み
が
殺
到
し
た
な
ど
と
い
う
記
事
も
あ
る

）
19
（

。
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
知
己
を
得
た
、
当
時
外

務
次
官
の
有
田
八
郎
ら
の
取
り
計
ら
い
も
あ
り
、
今
岡
は
外
務
省
に
嘱
託
で
仕
事
を
得
た
。
翌
年
、
宮
内
省
の
女
官
だ
っ
た
山
田
富
美

子
と
結
婚
し
家
庭
を
持
つ
。

　

帰
国
し
た
今
岡
は
直
ち
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
つ
い
て
発
言
や
記
事
執
筆
を
始
め
た
。
も
と
も
と
日
本
に
お
け
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
情
報
は

多
く
な
い
。
第
一
次
大
戦
後
は
新
興
独
立
国
が
む
し
ろ
注
目
さ
れ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
の
関
心
は
低
か
っ
た
。
文
字
通
り
馴
染
み
の
な
い

遠
い
国
だ
。
今
岡
は
こ
れ
を
何
と
か
近
づ
け
、
自
分
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
体
験
し
た
親
日
感
情
を
日
本
で
広
め
よ
う
と
試
み
た
。
留
学
し

た
国
が
気
に
入
り
長
い
月
日
を
過
ご
し
、
ど
こ
で
も
親
切
や
も
て
な
し
を
受
け
た
。
帰
国
し
た
ら
今
度
は
自
分
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
代
弁

者
た
り
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
あ
る
年
の
年
賀
状
で
も
「
日
本
人
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

も
親
愛
な
る
国
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
心

を
こ
め
て
紹
介
し
た
い
」
と
綴
っ
た

）
20
（

。

　

帰
国
し
た
一
九
三
一
年
か
ら
一
九
四
四
年
ま
で
に
約
一
二
冊
の
著
書･
訳
書
を
出
し
、
一
〇
〇
本
以
上
の
記
事
を
発
表
し
た
。
ど
ん

な
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
描
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
内
容
に
よ
っ
て
概
ね
次
の
様
に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
(1)
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
風
習
や
習

慣
、
特
徴
、
(2)
ハ
ン
ガ
リ
ー
文
学
、
(3)
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
周
辺
国
の
政
治
と
外
交
、
(4)
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ツ
ラ
ン
主
義
、
及
び
ツ
ラ
ン
民
族
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八

と
さ
れ
る
人
々
に
つ
い
て
の
記
述
、
(5)
語
学
関
係
書
。

(1)
に
挙
げ
た
国
の
特
徴
を
記
述
し
た
も
の
は
実
際
の
体
験
に
基
づ
い
て
の
描
写
で
生
き
生
き
と
し
た
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
備
え
て
い
る
。

田
舎
で
見
聞
し
た
習
慣
、
例
え
ば
農
家
で
行
わ
れ
る
豚
の
屠
殺･

加
工
作
業
な
ど
は
民
俗
風
習
を
詳
細
に
伝
え
る
地
域
研
究
資
料
と
も

な
っ
て
い
る

）
21
（

。
記
事
の
中
で
は
こ
の
類
が
一
番
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
そ
の
ま
ま
記
し
て
い
て
、
現
在
で
も
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

国
民
性
と
し
て
挙
げ
た
テ
ン
ペ
ラ
メ
ン
ト
に
富
む
、
芸
術
家
肌
、
お
客
好
き
、
生
活
の
楽
し
み
を
よ
く
知
っ
て
い
る
、
な
ど
は
彼
ら
の

一
面
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

　

も
う
一
方
情
熱
を
傾
け
た
の
は
(2)
と
し
た
文
学
作
品
の
紹
介
で
あ
る
。
本
邦
で
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
文
学
の
紹
介
は
多
く
な
い
。
今
岡
は

文
学
全
体
の
体
系
的
紹
介
を
試
み
、
ま
ず
『
ハ
ン
ガ
リ
ー
民
族
詩
』
（
一
九
四
一
）
で
時
代
を
代
表
す
る
作
家
の
代
表
作
を
訳
出
し
た
。

続
い
て
『
ハ
ン
ガ
リ
ー
文
学
史
』
（
一
九
四
四
）
で
全
体
を
概
観
す
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
書
い
た
。
こ
れ
ら
は
本
邦
初
の
試
み
で
あ
る
。

特
に
ペ
テ
ー
フ
ィ
に
重
き
を
置
き
翻
訳
で
は
一
章
分
割
い
て
い
る
。
そ
の
他
ア
ラ
ニ
ら
古
典
の
代
表
的
な
作
家
を
取
り
上
げ
た
。
も
う

ひ
と
つ
注
目
す
べ
き
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
文
学
の
金
字
塔
、
マ
ダ
ー
チ
・
イ
ム
レ
作
『
人
間
の
悲
劇
』
の
訳(

一
九
四
三)

で
あ
る
。
同

作
品
は
キ
リ
ス
ト
教
思
想
を
根
本
に
置
き
歴
史
上
の
出
来
事
が
時
と
空
間
を
超
え
て
現
れ
る
壮
大
な
ド
ラ
マ
で
あ
る
。
何
か
国
語
に
も

訳
さ
れ
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
な
ど
と
比
肩
さ
れ
る
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
文
学
を
代
表
す
る
一
遍
だ
。

　

(3)
に
挙
げ
た
、
当
時
の
政
治
や
外
交
、
中
欧
の
国
際
政
治
に
関
す
る
問
題
は
時
局
柄
好
ん
で
雑
誌
の
テ
ー
マ
に
な
っ
た
。
『
欧
州
の

新
噴
火
口
』
（
一
九
三
三
）
と
い
う
平
凡
社
の
シ
リ
ー
ズ
で
、
欧
州
の
戦
後
処
理
や
民
族
問
題
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
に

つ
い
て
は
独
立
に
一
章
を
設
け
、
第
一
次
大
戦
後
の
パ
リ
講
和
で
被
っ
た
領
土
喪
失
の
悲
劇
や
そ
の
後
の
領
土
復
活
問
題
を
論
じ
た
。

あ
わ
せ
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
周
辺
民
族
の
関
係
も
ま
と
め
た

）
22
（

。

　

今
岡
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
広
め
る
た
め
に
も
利
用
し
た
の
が
(4)
の
ツ
ラ
ン
主
義
に
関
わ
る
記
述
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
こ
の
思
想
は
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九

戦
前
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
社
会
的
な
影
響
力
を
持
つ
運
動
で
あ
っ
た
が
、
学
術
的
な
裏
づ
け
と
い
う
点
で
は
問
題
も
あ
り
そ
れ
ほ
ど
広

ま
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
汎
ア
ジ
ア
主
義
の
流
れ
の
中
、
大
亜
細
亜
協
会
に
お
い
て
は
影
響
力
を
持
っ
た
時
期
が
あ
っ
た

）
23
（

。
今
岡
は
非

常
に
多
く
の
記
事
を
発
表
し
『
ツ
ラ
ン
民
族
運
動
と
は
何
か
』（
一
九
三
三
）
と
い
う
冊
子
を
出
し
た
。
そ
の
論
点
を
観
る
と
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

語
と
日
本
語
は
膠
着
語
だ
か
ら
似
て
い
る
点
が
あ
る
と
か
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
は
日
本
人
を
兄
弟
と
呼
び
親
日
的
で
あ
る
と
か
が
主
な
主

張
で
心
情
的
な
表
現
や
印
象
と
い
う
部
分
も
多
い
。
し
か
し
数
年
間
に
わ
た
り
繰
り
返
し
書
い
た
こ
と
で
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
な
効
果

を
持
っ
た
と
も
言
え
る
。
『
大
亜
細
亜
主
義
』
に
三
〇
回
以
上
に
渡
っ
て
記
事
を
書
き
、
ま
と
め
て
出
版
し
た
の
が
『
ツ
ラ
ン
民
族
圏
』

（
一
九
四
二
）
で
あ
る
。
当
時
ツ
ラ
ン
民
族
に
属
す
る
と
さ
れ
た
多
く
の
少
数
民
族
に
つ
い
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
の
情
報
に
基
づ
き
紹

介
し
て
い
る
。
か
れ
ら
少
数
民
族
の
多
く
は
そ
の
後
も
ソ
連
の
中
で
自
由
な
研
究
が
制
限
さ
れ
て
い
た
地
域
の
民
族
で
あ
る
か
ら
、
そ

う
い
っ
た
意
味
で
も
希
少
価
値
の
あ
る
情
報
だ
っ
た
と
は
言
え
る
。

　

(5)
に
挙
げ
た
語
学
書
は

も
時
の
波
を
経
て
読
み
継
が
れ
た
も
の
だ
。
大
学
書
林
か
ら
一
九
四
三
年
に
『
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
四
週
間
』

が
出
版
さ
れ
た
。
同
書
は
戦
後
も
長
く
国
内
で
唯
一
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
学
習
書
と
し
て
何
度
も
再
版
さ
れ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
文
学
に
造

詣
の
深
か
っ
た
今
岡
ら
し
く
詩
や
小
説
か
ら
の
豊
富
な
引
用
や
諺
の
対
訳
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
文
化
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
盛
り
込
ん
だ
。
同

年
、
語
学
書
に
併
用
す
べ
く
『
洪
牙
利
語
小
辞
典
（
洪
日･
日
洪
）
』
も
編
纂
し
た
。
こ
れ
は
少
数
言
語
の
辞
書
と
し
て
非
常
に
早
い

時
期
の
試
み
で
あ
る
。

　

一
九
三
八
年
、
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
文
化
協
定
締
結
に
よ
っ
て
急
速
に
接
近
す
る
。
こ
の
協
定
に
関
わ
っ
て
今
岡
は
極
め
て
活
発

に
活
動
し
た
。
協
定
が
批
准
さ
れ
た
後
開
か
れ
た
連
絡
協
議
会
の
常
任
委
員
と
し
て
役
割
を
担
っ
た
。
同
時
に
日
洪
文
化
協
会
が
設
立

さ
れ
会
報
『
日
洪
文
化
』
が
発
行
さ
れ
た
。
今
岡
は
会
報
の
編
集
長
と
し
て
毎
回
記
事
を
書
い
た
。

　

欧
州
で
は
戦
争
が
始
ま
り
、
ド
イ
ツ
を
中
に
置
い
て
間
接
的
な
が
ら
も
日
本
と
軍
事
同
盟
国
と
い
う
関
係
に
な
っ
た
の
は
一
九
四
〇
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一
〇

年
一
一
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
調
印
式
の
様
子
は
日
刊
紙
の
一
面
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
新
同
盟
国
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
大
き
く
報
道
し
た
。
同

国
を
よ
く
知
る
人
物
と
し
て
今
岡
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
引
っ
張
り
だ
こ
と
な
っ
た
。
今
で
も
残
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
は
こ
の
時

の
情
報
が
影
響
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
項
で
詳
し
く
述
べ
る
。

　

一
―
三　

戦
後
の
活
動

　

戦
後
、
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
冷
戦
の
両
側
に
分
か
れ
国
交
は
休
止
状
態
と
な
る
。
関
係
団
体
も
解
散
し
た
。
今
岡
は
し
ば
ら
く
の

間
沈
黙
を
強
い
ら
れ
る
。
停
滞
状
況
に
動
き
が
起
こ
っ
た
の
は
一
九
五
六
年
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
動
乱
勃
発
で
あ
る
。
世
界
を
震
撼
さ
せ
た

こ
の
事
件
が
、
今
岡
に
再
度
注
目
さ
れ
る
出
番
を
与
え
た
。
民
衆
蜂
起
が
起
こ
っ
て
す
ぐ
超
党
派
の
国
会
議
員
が
中
心
と
な
り
日
本
ハ

ン
ガ
リ
ー
救
援
会
が
設
立
さ
れ
る
。
今
岡
は
当
初
か
ら
こ
の
組
織
に
理
事
と
し
て
参
加
し
熱
心
に
活
動
し
た
。
救
援
会
は
二
ヶ
月
程
の

間
に
相
当
の
寄
付
を
集
め
、
十
二
月
に
は
ウ
ィ
ー
ン
の
難
民
施
設
や
赤
十
字
に
そ
れ
を
届
け
る
べ
く
派
遣
団
を
組
ん
で
赴
い
た
。
今
岡

は
一
員
と
し
て
ウ
ィ
ー
ン
へ
出
か
け
、
ラ
ー
ゲ
ル
を
視
察
し
旧
知
の
知
人
ら
と
再
会
し
た
。
こ
の
時
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
自
治
体
な
ど
か
ら

訪
問
の
招
待
状
が
来
た
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
の
入
国
は
見
合
わ
せ
て
い
る
。
「
私
の
人
生
は
富
士
山
と
カ
ル
パ
チ
ア
山
脈
、
ふ
た
つ
の

山
を
行
き
来
す
る
旅
と
な
り
そ
う
で
す
。
ま
た
必
ず
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
戻
っ
て
き
ま
す

）
24
（

。
」 

ハ
ン
ガ
リ
ー
を
去
る
と
き
の
書
簡
に
こ
う
記

し
た
が
再
訪
が
か
な
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

ウ
ィ
ー
ン
か
ら
帰
国
後
は
招
待
し
た
三
人
の
亡
命
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
と
共
に
全
国
を
講
演
し
て
回
っ
た

）
25
（

。
一
九
五
八
年
に
は
『
ハ
ン
ガ

リ
ー
革
命
』
と
い
う
書
籍
で
共
産
主
義
下
の
人
々
の
生
活
を
描
い
た
。

　

そ
の
後
ハ
ン
ガ
リ
ー
関
係
の
表
立
っ
た
活
動
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
今
岡
は
専
ら
語
学
の
研
究
に
励
ん
だ
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
近
い
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一

関
係
に
あ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
を
習
得
し
、
本
邦
初
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
辞
書
を
刊
行
し
た
（
一
九
六
三
）
。
一
方
戦
前
に
訳
し
た
ハ

ン
ガ
リ
ー
文
学
も
加
筆
し
て
再
び
刊
行
し
た
。
『
ハ
ン
ガ
リ
ー
詩
文
学
全
集
』
（
一
九
五
六
）
『
ツ
ラ
ン
詩
文
学
全
集
』
（
一
九
五
八
）
と

い
う
文
学
書
と
『
ハ
ン
ガ
リ
ー
文
化
史
概
要
』（
一
九
六
九
）
と
題
し
た
文
化
全
体
を
概
観
す
る
書
籍
で
あ
る
。
並
行
し
て
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
で
あ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
辞
典
の
編
纂
に
情
熱
を
注
い
だ
。
一
人
で
時
間
と
労
力
を
掛
け
た
辞
書
の
原
稿
は
六
〇
年
代
に
書
き
上
げ
ら

れ
て
い
た
が
、
採
算
上
出
版
は
困
難
を
極
め
る
。
結
局
自
費
出
版
に
踏
み
切
っ
た
。
長
く
気
管
支
炎
を
患
っ
て
い
て
体
調
も
悪
く
時
間

と
の
闘
い
と
な
っ
た
。
一
九
七
三
年
八
月
三
一
日
、
死
の
床
に
あ
っ
た
今
岡
の
元
に
刷
り
上
が
っ
た
ば
か
り
の
辞
書
が
届
け
ら
れ
た
。

二
日
後
、
出
来
上
が
っ
た
辞
書
を
胸
に
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
完
成
を
見
届
け
て
今
岡
は
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た

）
26
（

。

　

『
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
辞
典
』
は
見
出
し
語
約
五
万
五
千
、
九
一
五
頁
の
辞
書
で
、
出
版
後
既
に
三
〇
年
経
つ
が
未
だ
に
こ
れ
を
超
え
る

も
の
は
出
て
い
な
い
。
自
費
出
版
の
初
版
が
残
り
少
な
く
な
っ
た
機
会
に
遺
族
が
尽
力
し
二
〇
〇
一
年
大
学
書
林
か
ら
再
版
さ
れ
た
。

七
〇
年
代
に
こ
の
水
準
の
辞
書
と
い
う
の
は
他
の
諸
国
語
と
比
較
す
る
に
時
期
と
し
て
も
早
く
、
先
進
的
取
り
組
み
だ
っ
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
金
銭
的
な
見
返
り
や
名
誉
を
生
前
に
は
受
け
る
こ
と
な
く
文
字
ど
お
り
ハ
ン
ガ
リ
ー
紹
介
に
捧
げ
た
人
生
だ
っ
た
。
没
後
勲

三
等
瑞
宝
章
を
授
け
ら
れ
た
。

　
　

二　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
君
主
国
時
代
の
両
国
関
係

　

二
―
一　

前
史
と
第
一
次
世
界
大
戦
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一
二

　

日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
外
交
関
係
を
観
る
上
で
ま
ず
は
そ
の
始
ま
り
の
部
分
に
つ
い
て
簡
単
に
概
観
す
る
。
一
九
世
紀
後
半
、
日
本

が
大
政
奉
還
か
ら
明
治
時
代
へ
と
移
る
一
八
六
七
年
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
家
と
の
間
で
和
約
を
結
び
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・

ハ
ン
ガ
リ
ー
二
重
君
主
国
が
成
立
し
た
。
こ
れ
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
と
っ
て
は
政
治
的
な
成
果
で
あ
り
晴
れ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ハ
ン
ガ

リ
ー
は
対
等
な
関
係
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
外
務
と
防
衛
を
共
同
で
営
み
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
を
共
通
君
主
と
し
て

フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ゼ
フ
が
君
臨
し
た
。

　

日
本
と
の
外
交
は
一
八
六
九
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
仲
介
も
あ
り
君
主
国
の
軍
艦
が
日
本
へ
来
航
し
、
修
好
条
約
を
結
ん
で
い
る
。
二
重

君
主
国
は
広
大
な
領
地
を
有
す
る
欧
州
列
強
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
こ
の
時
代
日
本
の
外
交
課
題
と
な
っ
た
不
平
等
条
約
を

後
に
結
ん

だ
の
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
あ
っ
た
。
公
使
館
の
設
立
を
経
て
、
明
治
時
代
の
日
本
の
歩
み
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
、

か
の
岩
倉
欧
米
使
節
団
が
一
八
七
二
年
に
ウ
ィ
ー
ン
を
訪
れ
、
当
時
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
共
通
外
相
で
あ
っ
た
ハ
ン

ガ
リ
ー
人
の
ア
ン
ド
ラ
ー
シ
伯
に
会
っ
て
い
る
。
こ
の
時
同
国
は
列
強
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
日
本
側
は
ア
ン
ド
ラ
ー
シ
外
務
大
臣
に
不

平
等
条
約
の
改
正
を
申
し
入
れ
る
も
ま
だ
相
手
に
さ
れ
ず
、
逆
に
日
本
国
内
で
の
自
国
民
の
旅
行
の
自
由
を
求
め
ら
れ
る
始
末
だ
っ

た
）
27
（

。
こ
の
時
期
の
両
国
関
係
は
二
重
君
主
国
の
時
代
で
あ
る
か
ら
外
交
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
分
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。

　

そ
の
後
間
も
な
く
パ
リ
や
ウ
ィ
ー
ン
の
万
博
で
日
本
が
紹
介
さ
れ
て
一
大
ブ
ー
ム
が
起
き
、
日
本
流
行
の
波
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
も
波

及
す
る
。
日
露
大
戦
で
日
本
が
勝
利
し
た
こ
と
は
ロ
シ
ア
と
敵
対
す
る
国
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
大
い
に
歓
迎
さ
れ
、
日
本
は
大
国
と
し

て
認
識
さ
れ
た
。
東
郷
元
帥
や
乃
木
将
軍
の
名
前
は
当
時
広
く
浸
透
し
て
い
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
自
民
族
の
起
源
が
東
方
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
東
へ
の
調
査
探
検
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
早
く
は
一
八
七
〇
年
代
か
ら
既
に
い
く
つ
か
の
調
査
団
が
我
が
国
を
訪
れ
て
お

り
、
彼
ら
の
手
に
よ
る
日
本
紹
介
の
詳
し
い
書
物
が
何
冊
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
中
に
は
伊
藤
博
文
や
大
隈
重
信
に
会
っ
て
そ
の
印
象
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を
記
し
て
い
る
ヴ
ァ
イ
伯
や
、
ア
イ
ヌ
地
方
へ
出
か
け
て
民
俗
学
の
資
料
を
集
め
た
学
者
バ
ロ
グ
な
ど
が
目
立
っ
て
い
る

）
28
（

。

　

一
方
、
日
本
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
一
八
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
書
か
れ
た
柴
四
郎
の
有
名
な
政
治
小
説
『
佳

人
の
奇
遇
』
で
一
八
四
八
年
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
革
命
・
自
由
戦
争
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
た
。
徳
富
蘇
峰
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
訪
れ
て
い

て
『
国
民
之
友
』
に
何
度
か
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
様
子
を
書
き
、
豊
か
に
文
化
が
花
開
く
様
子
を
称
え
て
い
る
。
そ
の
他
森
鴎
外
が
ハ
ン
ガ

リ
ー
作
家
モ
ル
ナ
ー
ル
を
ド
イ
ツ
語
か
ら
訳
し
て
い
た
り
、
東
洋
学
者
の
白
鳥
庫
吉
は
一
九
〇
二
年
に
半
年
ほ
ど
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
滞
在

し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
短
い
文
章
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
の
相
互
認
識
と
い
う
こ
と
を
観
る
と
、
日
本
に
お
け
る
ハ
ン
ガ
リ
ー

は
、
ま
だ
偶
然
の
要
素
や
旅
行
し
た
印
象
記
と
い
う
、
い
わ
ば
点
と
い
う
レ
ベ
ル
を
超
え
な
い
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
の
日
本
は
よ
り
体
系

的
、
専
門
的
な
描
写
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

第
一
次
大
戦
で
両
国
は
偶
然
の
不
運
か
ら
敵
対
国
と
な
り
、
た
ま
た
ま
上
海
沖
に
停
泊
し
て
い
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

軍
艦
と
チ
ン
タ
オ
に
上
陸
し
た
日
本
軍
と
の
間
で
戦
闘
が
交
え
ら
れ
た
。
こ
の
軍
艦
は
結
局
自
沈
し
、
乗
組
員
は
姫
路
の
戦
争
捕
虜
収

容
所
へ
送
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
五
六
人
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
が
含
ま
れ
て
い
た

）
29
（

。
も
う
ひ
と
つ
の
接
点
は
や
は
り
第
一
次
大
戦
の

末
期
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
し
た
日
本
軍
の
将
校
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
戦
争
捕
虜
だ
っ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
兵
士
が
シ
ベ
リ
ア
で
出
会
っ
て
友
好

関
係
を
築
き
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
一
九
二
〇
年
代
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
日
本
協
会
と
い
う
友
好
団
体
が
作
ら
れ
て

い
る

）
30
（

。
ち
な
み
に
今
岡
は
こ
の
大
戦
に
東
京
外
国
語
学
校
卒
業
生
と
い
う
こ
と
で
通
訳
と
し
て
従
軍
し
て
い
た
。

　

二
―
二　

パ
リ
講
和
と
国
境
査
定
問
題

　

本
項
で
は
パ
リ
講
和
と
国
境
査
定
問
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
こ
の
事
案
に
つ
い
て
今
岡
は
直
接
的
に
は
関
わ
っ
て
い
な
い
。
が
、
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彼
の
と
こ
ろ
に
送
ら
れ
た
膨
大
と
い
え
る
量
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
か
ら
の
書
簡
の
中
に
こ
の
問
題
が
非
常
に
頻
繁
に
出
て
く
る
。
そ
こ
に

は
日
本
に
対
す
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
ら
の
期
待
や
外
交
上
の
認
識
を
表
す
も
の
が
多
く
見
出
せ
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
認
識
を
持
た
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
外
交
文
書
を
調
査
し
て
み
る
と
そ
れ
を
裏
付
け
る
史
実
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
、
パ
リ
の
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
で
和
平
交
渉
が
行
わ
れ
た
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
君
主
国
は
敗
戦
で
瓦
解
し
い

く
つ
も
の
新
し
い
国
が
で
き
た
。
民
族
主
義
の
勃
興
も
あ
り
民
族
単
位
で
独
立
す
る
た
め
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
合
戦
、
水
面
下
で
の
駆
け

引
き
、
こ
れ
ら
が
奏
効
し
新
し
く
で
き
た
国
が
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
な
ど
の
新
興
国
家
だ
。
日

本
の
一
般
的
な
歴
史
記
述
で
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
こ
の
時
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
の
支
配
か
ら
抜
け
出
た
こ
と
で
新
し
い
独
立
国
に
な
っ
た
こ

と
を
強
調
す
る
書
き
方
を
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
既
に
二
重
君
主
国
と
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
対
等
の
関
係
に

あ
っ
た
。
ま
た
議
会
の
独
立
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
統
治
下
で
も
ず
っ
と
保
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
不
条
理
に
領
土
を
割
譲
さ

れ
た
敗
戦
処
理
で
深
刻
な
悲
劇
を
被
っ
た
の
で
あ
る
。
千
年
に
わ
た
っ
て
豊
か
な
歴
史
を
育
ん
で
き
た
領
土
の
実
に
三
分
の
二
、
そ
し

て
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
三
分
の
一
が
周
辺
国
へ
組
み
入
れ
ら
れ
彼
ら
は
突
然
外
国
に
少
数
民
族
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
。

　

ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
家
が
帝
国
の
統
治
政
策
と
し
て
採
っ
た
「
民
族
を
互
い
に
対
立
さ
せ
て
支
配
す
る
」
や
り
方
が
結
局
こ
の
よ
う
な
帝

国
瓦
解
と
い
う
形
で
終
結
し
た
こ
と
は
歴
史
の
皮
肉
で
あ
ろ
う
か
。
苛
酷
な
戦
後
処
理
の
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
民
は
抜
け
出

る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
た
。

　

新
し
い
領
土
を
裁
定
し
た
ト
リ
ア
ノ
ン
条
約
が
発
効
し
た
一
九
二
〇
年
六
月
四
日
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
全
土
の
鐘
が
一
時
間
に
渡
っ
て
鳴

り
響
い
て
そ
の
大
地
を
揺
る
が
せ
、
人
々
は
深
い
喪
に
沈
ん
だ
。
こ
の
大
戦
で
の
協
商
国
、
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
が
中
心

と
な
っ
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
貶
め
る
決
定
を
下
し
た
こ
と
に
国
民
は
呆
然
と
な
り
、
そ
の
孤
立
感
は
社
会
の
全
体
を
重
い
雲
の
よ
う
に

覆
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
訳
で
、
戦
後
再
び
王
国
と
し
て
再
出
発
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
あ
る
が
、
領
土
復
活
と
い
う
の
は
国
民
の
悲
願
で
あ
り
、

政
治
・
外
交
上
の
課
題
で
あ
っ
た
。
臥
薪
嘗
胆
と
い
う
勢
い
で
領
土
復
活
運
動
が
国
民
的
に
広
く
起
き
て
い
た
。

　

日
本
は
と
い
え
ば
戦
勝
国
と
し
て
パ
リ
和
平
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
関
係
の
条
約
に
も
署
名
し
て
い
る
。
日
本
代
表
団
が
こ
の
領
土
裁
定
に

つ
い
て
ど
れ
ほ
ど
認
識
を
持
っ
て
い
た
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
あ
ま
り
高
い
関
心
を
払
っ
て
い
そ
う
に
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
大

規
模
な
国
際
会
議
は
初
め
て
で
、
代
表
団
の
委
員
さ
え
急
遽
集
め
た
よ
う
な
有
様
だ
っ
た
。
チ
ン
タ
オ
の
権
益
な
ど
自
分
達
の
事
以
外

は
興
味
も
な
か
っ
た
よ
う
で
「
沈
黙
の
代
表
団
」
な
ど
と
揶
揄
さ
れ
て
い
た
事
は
知
ら
れ
て
い
る
。
全
権
の
一
人
と
し
て
会
議
に
出
席

し
た
牧
野
伸
顕
は
後
の
回
想
録
で
こ
の
国
境
裁
定
の
場
面
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
全
体
を
獲

得
し
た
ル
ー
マ
ニ
ア
代
表
の
ブ
ラ
テ
ィ
ア
ヌ
が
議
案
に
つ
い
て
の
不
満
を
述
べ
た
こ
と
に
触
れ
、
会
議
を
仕
切
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
代

表
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
の
一
喝
で
「
（
ブ
ラ
テ
ィ
ア
ヌ
は
）
泣
き
寝
入
り
に
な
っ
て
沈
黙
し
て
し
ま
っ
た
。
（
中
略
）
同
情
に
堪
え
な
い
」
と

記
し
て
い
る

）
31
（

。

　

こ
う
い
っ
た
国
境
線
の
問
題
は
ど
ち
ら
の
側
か
ら
見
る
か
と
い
う
こ
と
で
随
分
と
違
っ
た
見
解
に
な
る
も
の
だ
。
当
時
の
牧
野
に

と
っ
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
も
ル
ー
マ
ニ
ア
へ
も
特
別
に
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
訳
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
ほ
ど
広
い
領
土
を
獲
得
し
た

ル
ー
マ
ニ
ア
に
対
し
て
「
同
情
に
堪
え
な
い
」
と
は
、
当
代
一
級
の
政
治
家
に
し
て
は
随
分
ル
ー
マ
ニ
ア
寄
り
の
意
見
を
述
べ
た
も
の

で
あ
る
。
戦
争
前
後
に
は
水
面
下
で
大
変
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
合
戦
の
行
わ
れ
た
時
の
事
、
何
を
か
を
示
唆
し
て
い
る
。
牧
野
は
大
戦
前

ウ
ィ
ー
ン
で
日
本
大
使
を
務
め
て
い
て
、
チ
ェ
コ
や
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
独
立
に
役
割
を
果
た
し
た
マ
サ
リ
ク
や
ベ
ネ
シ
ュ
と
懇
意
に
し

て
い
た
よ
う
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
の
影
響
も
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
日
本
に
対
し
て
親
近
感
を
抱
い
て
お
り
、
自
民
族
の
ル
ー
ツ
を
探
す
ツ
ラ
ン
主
義
運
動
で
も
日
本
は
い
つ

も
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
。
今
岡
が
滞
在
し
た
時
代
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
敗
戦
処
理
直
後
で
、
領
土
問
題
は
大
き
な
懸
案
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事
項
だ
っ
た
し
、
「
裏
切
ら
れ
た
」
西
側
諸
国
で
は
な
く
東
洋
に
何
か
活
路
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
こ
へ
今
岡

が
や
っ
て
来
た
わ
け
で
、
様
々
な
機
会
に
彼
ら
の
思
い
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
受
け
止
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
を
示
す
の

は
今
岡
の
年
賀
状
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
か
ら
の
返
答
で
あ
る
。
膨
大
な
今
岡
へ
の
書
簡
の
中
で
抜
き
ん
出
て
頻
繁
な
テ
ー
マ
だ
っ
た
の
が

こ
の
領
土
問
題
だ
。
私
信
で
あ
り
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
多
様
な
書
き
方
を
し
て
い
る
が
、
通
奏
低
音
の
よ
う
に
響
い
て
い
る
の
は
失
わ
れ
た

領
土
と
そ
の
復
活
へ
の
望
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
政
治
家
か
ら
市
井
の
人
々
ま
で
多
岐
に
及
ん
で
い
た
。
具
体
的
に
観
て
み
る
。

　

滞
在
中
こ
の
問
題
を
見
聞
き
し
、
雰
囲
気
を
よ
く
感
じ
取
っ
て
い
た
今
岡
は
年
賀
状
で
さ
り
げ
な
く
こ
れ
に
触
れ
て
い
る
。

「
大
晦
日
は
分
断
さ
れ
た
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
）
国
境
の
ど
こ
か
近
く
で
過
ご
す
つ
も
り
で
す
。
（
中
略
）
国
境
か
ら
は
日
の
出
と
、
失

わ
れ
た
カ
ー
ル
パ
ー
ト
山
脈
が
臨
め
る
そ
う
で
す
。
私
に
と
っ
て
は
両
方
共
親
し
み
を
感
じ
る
も
の
で
、
思
い
を
馳
せ
る
時
、
喜

び
と
悲
し
み
が
入
り
交
じ
り
ま
す

）
32
（

。
」

翌
年
に
な
る
と
次
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
こ
の
問
題
に
同
情
を
表
し
て
い
る
。

「
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
欧
州
地
図
上
で
分
割
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
限
り
、
世
の
倫
理
や
正
義
の
優
越
、
文
明
の
勝
利
を
謳
い
上

げ
る
事
は
出
来
な
い
と
信
じ
ま
す
。
切
り
刻
ま
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
地
図
を
見
る
度
に
、
歪
ん
だ
ミ
ロ
の
ビ
ー
ナ
ス
が
目
に
浮
か

び
ま
す

）
33
（

。
」

懸
案
の
領
土
問
題
を
日
本
人
に
こ
う
記
述
さ
れ
れ
ば
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
達
は
喜
ん
で
返
信
を
し
た
た
め
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
呼
応
し
大
勢

の
人
達
が
、
時
に
は
自
分
の
体
験
を
語
り
、
時
に
は
将
来
へ
の
希
望
を
記
し
、
日
本
の
支
持
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
時
期
領
土
問
題
が

公
の
政
策
だ
っ
た
だ
け
で
な
く
エ
リ
ー
ト
層
や
一
般
住
民
の
広
い
範
囲
で
い
か
に
支
持
さ
れ
、
そ
の
悲
劇
的
状
況
が
ど
れ
ほ
ど
強
く

人
々
の
日
常
に
影
響
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
が
文
面
か
ら
読
み
取
れ
る
。

　

文
化
大
臣
ク
レ
ー
ベ
ル
ス
ベ
ル
グ
は
今
岡
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
の
愛
着
を
今
後
も
願
い
「
こ
の
不
運
な
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
民
」
と
い
う
表
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現
で
気
持
ち
を
表
し
た

）
34
（

。
作
家
の
モ
ー
ラ
・
フ
ェ
レ
ン
ツ
も
類
似
の
言
葉
で
想
い
を
綴
っ
た
。

「
我
々
の
様
な
、
友
人
に
恵
ま
れ
な
い
孤
独
な
民
族
に
好
意
を
持
ち
、
そ
の
良
い
点
を
認
め
欠
点
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
人
が
遠

い
日
本
に
居
る
の
だ
と
考
え
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す

）
35
（

。
」

今
岡
と
頻
繁
に
手
紙
を
交
わ
し
た
サ
パ
ー
リ
伯
は
、
孤
立
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
状
況
を
次
の
言
葉
で
表
し
た
。

「
我
が
国
と
国
民
を
知
っ
て
好
意
を
も
た
れ
た
よ
う
で
希
望
を
感
じ
ま
す
。
と
い
う
の
は
今
ほ
ど
少
し
で
も
多
く
外
国
の
人
々
が

我
が
国
を
知
り
好
意
を
持
た
れ
る
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
る
時
は
な
い
で
し
ょ
う

）
36
（

。
」

具
体
的
な
体
験
と
し
て
ノ
グ
ラ
ー
ド･

ホ
ン
ト
県
の
知
事
は
自
分
達
の
街
（
バ
ラ
ッ
シ
ャ
ジ
ャ
ル
マ
ト
市
）
の
様
子
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
。
こ
こ
は
街
の
境
界
が
そ
の
ま
ま
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
と
の
国
境
線
と
な
り
、
文
字
通
り
人
や
物
の
流
れ
が
遮
断
さ
れ
て
い
る
。

「
以
前
の
生
き
生
き
と
し
て
華
や
か
な
頃
に
較
べ
る
と
今
や
国
境
沿
い
の
死
に
か
け
た
取
り
柄
の
な
い
街
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
我
々
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
国
際
的
悪
行
を
決
し
て
許
す
事
は
出
来
ま
せ
ん

）
37
（

。
」

あ
る
い
は
悲
し
み
と
絶
望
を
切
々
と
訴
え
る
次
の
よ
う
な
書
簡
。

「
国
土
分
断
の
無
残
な
結
果
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。
私
達
は
夫
婦
共
に
祖
国
な
し
に
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
妻
は
上
ハ
ン
ガ

リ
ー
（
現
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
）
、
私
は
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
（
現
ル
ー
マ
ニ
ア
）
出
身
だ
か
ら
で
す
。
月
日
が
経
つ
毎
に
悲
し
み

は
深
ま
り
希
望
は
薄
ら
ぎ
ま
す
。
正
義
は
必
ず
勝
つ
と
信
じ
て
は
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
私
達
そ
し
て
年
老
い
た
両
親
達
が
生
き
て

い
る
内
に
果
た
し
て
実
現
す
る
で
し
ょ
う
か

）
38
（

。
」

こ
れ
ら
に
続
い
て
書
簡
の
文
脈
に
連
な
っ
て
い
る
の
は
領
土
回
復
の
目
的
を
日
本
が
支
持
し
協
力
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
相

当
頻
繁
に
出
て
く
る
の
で
驚
か
さ
れ
る
。
今
岡
は
公
人
の
立
場
に
は
な
く
、
政
治
状
況
か
ら
言
っ
て
も
日
本
が
何
か
実
効
あ
る
役
割
を

外
交
上
果
た
す
可
能
性
が
ど
れ
ほ
ど
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
孤
立
感
の
深
か
っ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
人
々
は
身
近
な
日
本
人
を
通
し
て
「
大
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国 

」
日
本
に
何
か
を
期
待
し
た
か
っ
た
よ
う
だ
。
貴
族
院
議
長
ヴ
ラ
シ
ッ
チ
男
爵
は
、
期
待
を
語
る
。

「
近
い
将
来
再
会
す
る
日
、
そ
の
時
ま
で
に
あ
な
た
が
知
識
を
広
め
た
成
果
に
よ
り
、
こ
の
分
断
さ
れ
た
祖
国
に
つ
い
て
日
本
で

も
多
く
の
理
解
者
を
得
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す

）
39
（

。
」

一
九
世
紀
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
改
革
運
動
を
推
進
し
、
国
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
史
上
の
偉
人
の
一
人
で
あ
る
セ
ー

チ
ェ
ー
ニ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
孫
で
あ
る
セ
ー
チ
ェ
ー
ニ
・
バ
ー
リ
ン
ト
伯
と
今
岡
は
交
流
を
持
っ
て
い
た
。
彼
も
ま
た
こ
の
テ
ー

マ
に
言
及
し
て
い
る
。

「
今
岡
さ
ん
が
計
画
さ
れ
て
い
る
著
書
に
お
い
て
、
ト
リ
ア
ノ
ン
条
約
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
被
っ
た
こ
れ
以
上
な
い
程
の
不
条
理
と

残
酷
に
つ
い
て
広
く
知
ら
し
め
ら
れ
、
そ
れ
が
こ
の
不
幸
な
運
命
を
変
え
る
べ
く
手
助
け
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う

）
40
（

。
」

と
今
岡
の
日
本
で
の
活
動
に
エ
ー
ル
を
送
る
。
知
日
派
の
医
者
で
日
本
に
つ
い
て
の
著
書
も
あ
る
ボ
ゾ
ー
キ
は
や
は
り
戦
後
の
講
和
を

批
判
し
、
来
る
べ
き
新
た
な
領
土
裁
定
の
日
に
は
「
権
威
あ
る
席
に
位
置
し
、
決
定
に
影
響
力
を
持
つ
大
日
本
」
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
立

場
を
理
解
し
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
と
望
み
を
綴
っ
た

）
41
（

。
こ
こ
に
も
国
際
政
治
上
で
影
響
を
持
て
る
よ
う
な
日
本
へ
の
イ
メ
ー
ジ
が
読

み
取
れ
る
。
文
化
省
の
官
僚
で
日
本
に
つ
い
て
の
著
作
の
あ
る
ナ
ジ
・
イ
ヴ
ァ
ー
ン
は
子
供
の
頃
に
聞
い
た
日
露
戦
争
の
思
い
出
を
披

露
す
る
。

「
あ
れ
は
六
、
七
歳
の
頃
で
し
た
。
東
郷
元
帥
が
ロ
シ
ア
艦
隊
を
破
り
、
日
本
兵
達
が
万
歳
を
叫
ん
で
ポ
ー
ト
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
の
要

塞
に
登
っ
て
い
ま
し
た
。
私
達
は
こ
の
地
で
遠
く
ア
ジ
ア
の
『
親
戚
』
が
勝
利
し
た
こ
と
を
喜
ん
だ
も
の
で
す
。
今
度
は
我
々
が

も
う
一
度
ポ
ジ
ョ
ニ
、
カ
ッ
シ
ャ
、
コ
ロ
ジ
ュ
ヴ
ァ
ー
ル
、
ア
ラ
ド
、
サ
バ
ト
カ

）
42
（

の
塔
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
旗
を
掲
げ
、
そ
れ
を
喜

ん
で
日
本
の
若
い
人
達
が
拍
手
を
送
る
と
い
う
日
が
来
ま
す
様
に
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す

）
43
（

。
」

こ
れ
ら
は
書
簡
の
ほ
ん
の
一
部
で
あ
る
が
、
類
似
す
る
手
紙
の
多
さ
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会
の
広
い
分
野
の
指
導
者
層
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か
ら
送
ら
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
観
る
と
、
戦
間
期
の
同
国
に
あ
っ
た
領
土
回
復
運
動
が
い
か
に
は
っ
き
り
と
し
た
国
民
の
心
情
で

あ
っ
た
か
が
判
る
し
、
日
本
に
対
し
て
期
待
を
持
っ
て
い
る
様
子
も
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

こ
う
い
っ
た
認
識
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
人
々
が
持
つ
に
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
史
料
に
当
た
る
と
、
パ
リ
講
和

で
は
そ
れ
ほ
ど
役
目
を
果
た
さ
な
か
っ
た
日
本
代
表
団
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
国
境
策
定
で
は
委
員
と
し
て
参
加
し
、
比
較
的
中
立
的

な
態
度
を
取
り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
側
に
有
利
な
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
公
文
書
館
と
東
京
の
外
交
史
料
館
に
は
当
時
の
国
境
画
定
委
員
会
の
報
告
書
が
残
っ
て
い
て
、
主
に
武
官
か
ら
な
る

日
本
人
の
委
員
が
ど
ん
な
認
識
で
こ
の
業
務
に
当
た
っ
て
い
た
か
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
境
画
定
委
員
会
の
現
地
調
査
は

一
九
二
一
年
か
ら
一
九
二
二
年
に
か
け
て
か
な
り
の
回
数
で
行
わ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
こ
の
時
期
は
国
境
周
辺
で
ま
だ
線
引
き
が

は
っ
き
り
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
地
域
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
っ
た
の
だ
。
委
員
は
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
英
国
、
日
本
に
当
事
者
の

ハ
ン
ガ
リ
ー
と
該
当
す
る
場
所
に
よ
っ
て
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
あ
る
い
は
ル
ー
マ
ニ
ア
の
委
員
を
加
え
た
六
カ
国
か
ら
の
参
加
で

あ
る
。

　

こ
こ
で
具
体
的
な
例
を
観
て
み
る
。
一
九
二
二
年
三
月
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
と
の
国
境
地
帯
シ
ャ
ル
ゴ
ー
タ
ル
ヤ
ン
市
か
ら
北

へ
広
が
る
地
域
の
村
や
駅
の
帰
属
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
時
の
委
員
が
書
い
た
報
告
に
よ
り
シ
ョ
モ
シ
ュ
ケ
ー
と
近
く
の
石
炭
鉱
山

は
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
留
ま
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
ま
た
そ
の
隣
村
シ
ョ
モ
シ
ュ
ウ
ー
イ
フ
ァ
ル
と
鉄
道
駅
に
つ
い
て
は
委
員
の
意
見
が
割

れ
た
。
日
本
と
英
国
の
委
員
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
の
帰
属
に
賛
成
し
、
フ
ラ
ン
ス
と
イ
タ
リ
ア
が
反
対
し
た
が
、
結
局
こ
れ
は
ハ
ン
ガ
リ
ー

に
留
ま
っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
将
校
が
残
し
た
報
告
書
に
よ
る
と
、
こ
の
頃
は
ま
だ
ハ
ン
ガ
リ
ー
も
様
々
な
望
み
を
断
ち
切
れ
ず
、

北
部
の
都
市
カ
ッ
シ
ャ
（
コ
シ
ツ
ェ
）
の
保
持
を
期
待
し
て
い
た
よ
う
だ
が
そ
れ
は
適
わ
な
か
っ
た
。
報
告
書
で
は
「
フ
ラ
ン
ス
と
イ

タ
リ
ア
の
委
員
が
あ
か
ら
さ
ま
に
反
ハ
ン
ガ
リ
ー
的
態
度
を
取
る
の
に
比
べ
、
イ
ギ
リ
ス
の
委
員
は
中
立
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
日



今
岡
十
一
郎
の
活
動
を
通
し
て
観
る
日
本
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
外
交
関
係
の
変
遷
（
梅
村 

裕
子
）

187

二
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本
人
の
委
員
は
少
し
受
身
で
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
英
国
の
委
員
の
意
見
に
同
調
し
て
い
る
の
で
こ
ち
ら
と
し
て
は
助
か
る
」
と
述
べ

て
い
る

）
44
（

。
こ
の
時
の
日
本
委
員
は
陸
軍
少
佐
の
安
藤
利
吉
で
、
外
交
史
料
館
に
残
る
日
誌
に
よ
る
と
、
こ
の
国
境
視
察
の
た
め
ブ
ダ
ペ

ス
ト
に
滞
在
中
、
首
相
の
ベ
ト
レ
ン
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
か
ら
晩
餐
会
に
招
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
席
で
今
度
は
い
つ
来
る
の
か
と

聞
か
れ
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
と
答
え
る
も
、
ベ
ト
レ
ン
首
相
は
是
非
再
訪
し
、
今
の
国
境
の
変
化
が
ど
ん
な
風
か
よ
く
見
て
ほ
し
い
、

と
彼
に
乞
う
て
い
る
。
そ
の
後
安
藤
は
日
誌
の
中
で
「
予
、
自
ラ
省
ミ
テ
其
画
定
シ
ツ
ツ
ア
ル
国
境
線
ノ
永
久
性
ヲ
信
ズ
ル
モ
ノ
ニ
ア

ラ
ズ
。
又
、
匈
民
族
ガ
如
何
ニ
新
国
境
ニ
対
シ
不
満
ヲ
抱
懐
シ
其
恢
復
修
正
ヲ
念
ト
シ
ツ
ツ
ア
ル
ヤ
ノ
一
端
ヲ
窺
ウ
得
ベ
シ
」
と
ハ
ン

ガ
リ
ー
に
同
情
的
な
感
想
を
記
し
て
い
る
。
続
け
て
こ
の
よ
う
に
幾
何
学
的
に
国
境
線
が
引
か
れ
、
民
族
自
決
と
は
遠
く
将
来
に
禍
根

を
残
す
と
も
書
い
て
い
る

）
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（

。

　

ま
た
ル
ー
マ
ニ
ア
国
境
を
視
察
し
た
陸
軍
少
佐
の
佐
野
光
信
は
策
定
に
関
し
て
委
員
の
間
で
は
「
大
々
異
議
ア
リ
シ
モ
佛
国
委
員
ム

ニ
エ
少
将
、
巧
且
悪
辣
ナ
ル
宣
伝
ニ
依
リ
多
数
決
ヲ
以
テ
決
定
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
フ
ラ
ン
ス
委
員
が
あ
ま
り
に
ル
ー
マ
ニ
ア
一
辺

倒
で
話
し
に
な
ら
な
い
、
著
し
く
公
平
を
欠
き
、
ま
こ
と
に
遺
憾
で
あ
る
、
と
ま
で
記
し
て
い
る
。
こ
の
時
議
論
に
な
っ
た
の
は
南
部
ル
ー

マ
ニ
ア
と
の
国
境
に
あ
る
村
ポ
ル
ガ
ー
ニ
で
あ
る
。
佐
野
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
帰
属
す
べ
し
と
考
え
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
熱
烈
な
意
見
に

よ
っ
て
結
局
委
員
同
士
で
は
意
見
が
割
れ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
割
譲
さ
れ
た
。
現
在
は
隣
村
と
合
併
さ
れ
て
オ
ー
ベ
ー
バ
（
ベ
バ
・
ベ
ケ
）

と
い
う
ル
ー
マ
ニ
ア
の
村
に
な
り
こ
の
ポ
ル
ガ
ー
ニ
と
い
う
名
前
も
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。
近
く
の
ナ
ジ
ラ
ク
、
キ
シ
ュ
ペ
レ
グ
も

同
様
の
運
命
と
な
っ
た
。
佐
野
は
こ
れ
ら
の
新
し
い
国
境
は
自
然
を
分
断
し
て
し
ま
い
、
今
度
の
新
し
い
国
境
は
経
済
と
交
通
を
破
壊

し
、
街
と
村
を
離
し
平
地
と
山
を
離
し
工
業
は
荒
廃
す
る
、
と
そ
の
重
大
な
影
響
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
特
に
ア
ラ
ド
、
ナ
ジ
ヴ
ァ
ー

ラ
ド
、
サ
ト
マ
ー
ル
ネ
ー
メ
ト
の
三
大
市
街
地
は
被
害
甚
大
で
あ
り
、
家
族･
親
戚
関
係
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
行
き
来
も
墓
参
り
も
難
し

く
す
る
不
自
然
な
も
の
で
あ
る
、
と
領
土
割
譲
の
本
質
的
な
不
条
理
を
批
判
し
て
い
た

）
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（
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し
か
し
こ
の
時
既
に
大
半
の
国
境
は
決
ま
っ
て
お
り
、
新
し
い
国
境
線
画
定
の
全
体
か
ら
み
れ
ば
取
る
に
足
ら
な
い
小
さ
な
村
や
施

設
に
つ
い
て
だ
け
の
策
定
で
あ
っ
て
、
中
立
的
な
立
場
の
意
見
も
事
を
抜
本
的
に
変
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
領
土
を
大
き
く

切
り
取
る
重
要
部
分
に
つ
い
て
、
も
は
や
パ
リ
条
約
の
決
定
を
覆
す
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
も
か
く
日
本
委
員
の
中
立

的
な
態
度
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
評
価
し
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
今
岡
に
託
さ
れ
た
書
簡
に
現
れ
た
よ
う
な
日
本
に
対
す
る
信
頼
の
基
に
な
る

関
係
が
存
在
し
て
い
た
。
彼
ら
は
将
来
、
領
土
回
復
が
実
現
す
る
と
す
れ
ば
そ
の
時
こ
そ
日
本
の
支
援
を
期
待
し
て
い
た
わ
け
だ
。

　

そ
し
て
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
な
っ
て
欧
州
の
政
治
は
大
き
く
動
き
、
一
時
的
で
は
あ
っ
た
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
は
領
土
の
一
部
が
返

還
さ
れ
た
。
二
度
の
ウ
ィ
ー
ン
裁
定
で
あ
る
。
こ
の
時
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
日
本
は
文
化
協
定
を
結
ん
で
近
し
い
関
係
に
な
っ
て
い
た
。

そ
し
て
裁
定
に
つ
い
て
折
衝
が
続
く
中
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
日
本
の
駐
ド
イ
ツ
大
使
、
大
島
浩
に
対
し
て
こ
の
領
土
問
題
を
支
援
し
ヒ
ト

ラ
ー
に
対
し
仲
介
を
頼
む
な
ど
働
き
か
け
て
い
る

）
47
（

。
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
も
興
味
深
い
。
こ
の
後
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
実
際
に
ド
イ
ツ
の
仲

裁
に
よ
っ
て
領
土
の
一
部
を
取
り
戻
す
。
日
本
大
使
が
ど
れ
ほ
ど
ヒ
ト
ラ
ー
に
進
言
し
た
か
定
か
で
は
な
い
が
、
大
島
は
一
九
四
一
年

ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
叙
勲
さ
れ
、
訪
問
の
折
に
摂
政
ホ
ル
テ
ィ
か
ら
故
郷
の
ケ
ン
デ
レ
シ
村
へ
招
か
れ
直
接
授
与
さ
れ
た

）
48
（

。

　
　

三　

ふ
た
つ
の
大
戦
間
期
に
お
け
る
関
係

　

三
―
一　

通
商
条
約
取
極
め

　

今
観
て
き
た
よ
う
に
第
一
次
世
界
大
戦
後
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
敗
戦
処
理
で
困
難
な
再
出
発
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
の
王
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位
は
廃
絶
さ
れ
る
も
旧
政
治
体
制
は
留
ま
り
、
王
の
い
な
い
王
政
と
い
う
暫
定
的
な
状
態
だ
。
王
の
代
わ
り
に
は
摂
政
の
地
位
が
定
め

ら
れ
海
軍
将
校
出
身
の
ホ
ル
テ
ィ
・
ミ
ク
ロ
ー
シ
ュ
が
就
任
す
る
。
日
本
と
の
外
交
関
係
は
一
九
二
一
年
す
ぐ
に
回
復
し
た
が
、
ま
だ

こ
の
時
は
互
い
の
公
使
館
を
置
く
こ
と
は
で
き
ず
、
日
本
の
場
合
は
ウ
ィ
ー
ン
の
公
使
館
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
管
轄
し
て
い
た
。
今
岡
が

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
滞
在
し
た
一
九
二
〇
年
代
は
徐
々
に
人
々
の
行
き
来
も
増
え
、
日
本
関
係
団
体
は
活
発
な
活
動
を
始
め
て
い
た
。
今
岡

は
講
演
な
ど
に
よ
っ
て
有
名
に
な
り
様
々
な
分
野
で
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
人
々
の
日
本
へ
の
関
心
は
非
常
に
高

か
っ
た
が
、
彼
が
不
満
に
思
っ
て
い
た
こ
と
の
ひ
と
つ
は
、
ま
だ
両
国
間
に
通
商
条
約
が
存
在
し
な
い
た
め
貿
易
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な

か
っ
た
こ
と
だ
。
二
国
間
の
関
係
が
本
当
に
活
発
に
な
る
に
は
や
は
り
民
間
が
参
入
す
る
条
件
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
一
九
二
〇
年
代
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
領
土
喪
失
な
ど
で
経
済
的
に
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
産
業
を
以
前
の
よ
う
な
規
模
、
レ
ベ
ル

に
戻
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
だ
っ
た
。
一
方
日
本
も
ま
だ
現
在
の
よ
う
に
質
の
高
い
工
業
製
品
で
世
界
中
を
席
捲
し
て
い
る
時
代

で
は
な
く
、
取
引
の
産
品
も
お
の
ず
と
限
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
折
一
九
二
七
年
九
月
、
ウ
ィ
ー
ン
で
開
か
れ
た
国
際
見
本
市
に
日
本
も
参
加
し
た
。
視
察
に
行
っ
た
今
岡
は
、
そ
こ
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
は
ま
だ
珍
し
い
日
本
の
民
芸
品
や
工
芸
品
を
目
の
当
た
り
に
し
、
こ
れ
を
何
と
か
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
も
紹
介
で
き
な
い
か
と

思
っ
た
。

　

人
を
通
じ
て
、
日
本
商
工
会
議
所
の
代
表
者
と
し
て
見
本
市
の
日
本
ブ
ー
ス
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る
中
村
正
太
郎
と
出
会
う
。
彼
に

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
話
を
し
て
、
今
後
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
貿
易
関
係
を
発
展
さ
せ
る
重
要
性
を
説
い
た
。
中
村
は
趣
旨
に
賛
同
し
、
手

始
め
に
ウ
ィ
ー
ン
の
展
示
品
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
何
ら
か
の
形
で
贈
る
こ
と
を
提
案
す
る

）
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。

　

日
本
へ
の
関
心
が
高
い
国
へ
初
め
て
産
品
を
展
示
す
る
企
画
は
興
味
を
そ
そ
ら
れ
た
し
、
も
う
品
物
は
ウ
ィ
ー
ン
ま
で
届
い
て
い
る

の
だ
か
ら
実
行
も
単
純
な
よ
う
に
思
え
た
。
し
か
し
実
際
に
動
き
出
し
て
み
る
と
、
こ
れ
が
な
か
な
か
簡
単
に
い
か
な
い
。
ネ
ッ
ク
に
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な
っ
た
の
は
や
は
り
両
国
の
間
に
未
だ
通
商
協
定
が
な
い
こ
と
だ
。
こ
の
た
め
に
関
税
問
題
や
ら
何
や
ら
と
煩
雑
な
問
題
が
持
ち
上

が
っ
て
き
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
日
本
協
会
も
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
に
動
い
た
が
、
文
化
活
動
を
目
的
と
す
る
団
体
で
は
産
品
を
持
ち
込
む
機

関
と
し
て
適
し
て
い
な
い
し
、
経
済
団
体
と
直
接
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
も
無
理
が
多
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
な
案
を
練
っ
た
挙
句
、
今
回
は
文
化
・
教
育
目
的
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
掲
げ
、
教
育
機
関
で
の
展
示
と
い
う
扱

い
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
持
ち
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。
通
商
協
定
の
な
い
国
か
ら
ま
と
ま
っ
た
量
の
産
品
を
国
境
を
越
え
て
入
れ
る
に
は
、

根
拠
に
な
る
文
書
が
必
要
と
い
う
訳
で
、
日
本
の
商
工
会
議
所
と
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
産
業
教
育
研
究
所
が
合
意
文
書
を
交
わ
し
て
見
本
品

を
ブ
ダ
ペ
ス
ト
へ
運
ぶ
と
い
う
段
取
り
を
整
え
た
。

　

一
連
の
過
程
で
は
今
岡
と
日
本
協
会
の
幹
部
達
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済
省
や
商
工
会
議
所
に
話
を
持
ち
込
み
、
将
来
の
協
力
に
つ
い

て
前
向
き
な
感
触
を
得
て
い
る
。
と
り
あ
え
ず
免
税
措
置
や
事
務
手
続
き
の
簡
素
化
等
で
は
省
庁
か
ら
の
全
面
的
な
協
力
が
得
ら
れ

た
。
ど
こ
へ
行
っ
て
も
今
後
は
日
本
と
の
関
係
を
大
い
に
進
め
た
い
と
積
極
的
で
、
こ
れ
か
ら
の
通
商
協
定
へ
希
望
が
持
て
る
様
子
だ
っ

た
）
50
（

。
合
意
文
書
は
一
九
二
七
年
九
月
に
日
本
商
工
会
議
所
を
代
表
す
る
中
村
正
太
郎
と
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
産
業
教
育
研
究
所
所
長
の
フ
ェ

レ
ン
ツ
・
エ
ミ
ル
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
、
今
岡
と
日
本
協
会
の
メ
ゼ
イ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
が
立
会
人
を
務
め
た

）
51
（

。
二
五
個
の
木

箱
に
納
め
ら
れ
た
贈
呈
の
展
示
品
は
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
国
民
劇
場
通
り
に
あ
る
教
育
研
究
所
に
展
示
さ
れ
た
後
、
付
属
機
関
を
巡
回
展
示

し

後
は
素
材
分
析
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
所
に
常
設
展
示
さ
れ
て
広
く
見
学
者
に
開
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

）
52
（

。

　

こ
の
展
示
品
は
そ
の
後
一
九
二
八
年
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
見
本
市
で
公
に
出
品
さ
れ
、
限
ら
れ
た
品
数
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
見

本
市
で

も
人
々
の
興
味
を
引
く
」
展
示
と
な
っ
た

）
53
（

。
飾
り
つ
け
は
華
や
か
な
演
出
が
さ
れ
て
い
て
、
扇
や
提
灯
が
掲
げ
ら
れ
、
着
物

の
色
彩
が
人
目
を
引
い
た
。
初
め
て
の
日
本
ブ
ー
ス
設
置
と
あ
っ
て
注
目
さ
れ
、
特
に
民
芸
品
を
中
心
と
す
る
展
示
は
連
日
大
変
な
盛

況
で
あ
っ
た
。
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一
連
の
営
み
が
き
っ
か
け
と
な
り
一
九
二
九
年
一
月
、
両
国
の
間
に
は
待
た
れ
て
い
た
通
商
取
極
め
が
晴
れ
て
締
結
さ
れ
た
。
そ
し

て
こ
の
年
の
五
月
に
開
か
れ
た
ブ
ダ
ペ
ス
ト
国
際
見
本
市
に
日
本
が
正
式
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
岡
は
見
本
市
へ
の
日
本
参
加
に
関
し
て
準
備
段
階
か
ら
協
力
し
、
ウ
ィ
ー
ン
の
公
使
館
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
側
の
実
行
委
員
会
、
日
本

の
出
店
者
と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
大
い
に
活
躍
し
た
。
見
本
市
は
五
月
四
日
か
ら
一
三
日
ま
で
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
英
雄
広
場
に
隣
接
す
る

ミ
ュ
ー
チ
ャ
ル
ノ
ク
（
美
術
ホ
ー
ル
）
で
開
か
れ
日
本
は
全
国
北
海
道
か
ら
沖
縄
、
加
え
て
こ
の
時
日
本
が
領
有
し
て
い
た
朝
鮮
半
島

か
ら
も
出
品
し
て
い
る
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
一
般
入
場
の
前
日
、
関
係
者
と
報
道
機
関
が
集
ま
り
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
か
ら

は
日
本
公
使
の
大
野
守
衛
全
権
公
使
と
共
に
、
後
に
太
平
洋
戦
争
で
「
マ
レ
ー
の
虎
」
と
呼
ば
れ
た
山
下
奉
文
が
武
官
と
し
て
駐
在
し

て
い
て
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
駆
け
つ
け
て
い
る
。
ま
た
ホ
ル
テ
ィ
摂
政
も
訪
れ
今
岡
が
案
内
を
務
め
て
い
た
。
大
野
公
使
は
、
ま
だ
両
国
間

の
貿
易
額
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
親
日
国
で
あ
り
こ
れ
か
ら
は
貿
易
分
野
で
も
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
と
、
本
省
に
報
告

し
て
い
る

）
54
（

。

　

合
計
一
三
五
の
店
か
ら
約
三
千
点
の
品
が
日
本
ブ
ー
ス
に
並
べ
ら
れ
た
。
ど
ん
な
も
の
が
出
品
さ
れ
た
だ
ろ
う
か
。
ま
だ
家
電
や
ク

ル
マ
と
い
っ
た
工
業
製
品
輸
出
国
に
な
る
前
の
時
代
で
あ
る
。
東
洋
的
な
工
芸
・
民
芸
品
が
中
心
を
占
め
て
い
る
。
ざ
っ
と
挙
げ
る
と
、

陶
器
・
磁
気
（
有
田
、
瀬
戸
、
信
楽
…
）
根
付
け
、
絹
織
物
、
漆
製
品
、
小
型
の
仏
像
、
和
傘
、
着
物
、
刺
繍
の
施
さ
れ
た
織
物
、
べ
っ

こ
う
製
品
、
真
珠
、
お
香
、
竹
細
工
品
、
扇
子
な
ど
、
だ
い
た
い
想
像
で
き
る
日
本
的
な
品
々
だ
。
日
用
品
も
並
ん
だ
。
漁
業
用
網
、

蚊
よ
け
蝋
燭
、
ゴ
ム
底
靴
、
万
年
筆
な
ど
。
ま
た
食
料
品
で
は
日
本
茶
、
か
に
缶
詰
、
醤
油
、
大
豆
が
リ
ス
ト
に
載
っ
て
い
る

）
55
（

。

　

日
本
が
初
め
て
出
品
し
た
機
会
で
あ
る
か
ら
、
人
々
の
関
心
は
当
然
、
珍
し
く
て
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
日
本
的
な
も
の
に
注
が
れ
た
。

特
に
絹
織
物
や
陶
器
、
漆
製
品
、
仏
像
な
ど
は
そ
の
場
の
即
売
も
あ
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
売
り
切
れ
た
。
文
房
具
類
に
つ
い
て
は
品



国
際
関
係
論
叢
第
二
巻 

第
二
号
（
二
〇
一
三
年
）

182

二
五

質
が
今
ひ
と
つ
と
い
う
評
価
だ
っ
た
。
ま
た
蝋
燭
な
ど
の
日
用
品
は
価
格
が
安
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
こ
れ
も
か
な
り
売
れ
た
。

　

今
岡
は
連
日
会
場
に
足
を
運
び
、
何
度
か
商
談
に
も
立
ち
会
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
時
は
ま
だ
決
済
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
取
引
ル
ー

ト
が
確
保
さ
れ
て
お
ら
ず
手
続
き
処
理
の
仕
方
も
違
い
が
大
き
く
、
ま
と
ま
っ
た
注
文
が
成
立
す
る
商
談
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
発
展

し
な
か
っ
た
。
今
回
は
と
り
あ
え
ず
顔
合
わ
せ
と
い
う
か
、
ま
ず
は
お
互
い
を
知
る
こ
と
の
第
一
歩
と
い
う
感
触
だ
っ
た

）
56
（

。
実
際
見
本

市
後
数
年
間
は
そ
れ
ま
で
に
較
べ
一
時
的
な
が
ら
両
国
間
の
輸
出
入
は
増
え
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
は
工
業
製
品
の
原
料
と
な
る
金
属
鉄

鋼
棒
、
ゴ
ム
製
品
、
工
作
機
械
、
薬
品
、
革
製
品
、
ト
カ
イ
ワ
イ
ン
な
ど
を
含
む
食
料
品
が
日
本
に
輸
出
さ
れ
た
。
日
本
か
ら
は
米
、

工
業
用
油
、
紙
製
品
等
を
輸
入
し
て
い
る
。
こ
の
頃
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
の
輸
入
超
過
だ
っ
た

）
57
（

。
見
本
市
自
体
は
注
目
を
集
め
て
成
功

し
た
も
の
の
、
両
国
の
距
離
に
よ
り
輸
送
費
も
か
さ
む
上
、
ま
だ
商
取
引
上
の
問
題
も
多
か
っ
た
。

　

結
局
こ
の
後
は
ブ
ダ
ペ
ス
ト
か
ら
の
招
待
が
あ
っ
た
も
の
の
、
見
本
市
へ
の
参
加
は
見
合
わ
せ
ら
れ
た
。
次
に
日
本
が
見
本
市
に
参

加
す
る
の
は
両
国
が
政
治
的
に
近
づ
い
た
戦
争
中
の
一
九
四
二
年
で
あ
る
が
、
も
う
こ
の
時
は
実
際
の
経
済
活
動
を
進
め
る
意
味
は
な

か
っ
た
。

　

三
―
二　

「
私
的
領
事
」
今
岡

　

今
岡
が
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
滞
在
し
た
一
九
二
〇
年
代
に
は
日
本
か
ら
の
訪
問
者
も
増
え
て
い
た
し
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
元
々
日
本
へ
の

関
心
が
高
い
こ
と
も
あ
っ
て
公
使
館
の
領
事
業
務
の
よ
う
な
需
要
が
常
に
存
在
し
た
。
今
岡
は
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
長
期
滞
在
し
、
言
葉
を

よ
く
す
る
日
本
人
と
し
て
公
使
館
か
ら
は
か
な
り
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
も
名
前
の
知
ら
れ
た
今
岡
に
様
々
な
依
頼
や

質
問
を
寄
せ
て
い
た
。
今
岡
が
残
し
た
多
く
の
書
簡
に
よ
っ
て
も
そ
の
「
領
事
」
ぶ
り
が
よ
く
分
か
る
。
い
く
つ
か
の
具
体
例
を
挙
げ
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て
み
る
。

　

あ
る
日
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
医
科
大
学
か
ら
連
絡
が
来
て
、
行
っ
て
み
る
と
動
物
学
が
専
門
で
ド
イ
ツ
留
学
中
の
佐
々
木
と
い
う
学
者
が

国
際
会
議
出
席
の
た
め
ブ
ダ
ペ
ス
ト
へ
来
た
が
持
病
も
あ
っ
て
喀
血
し
入
院
し
て
い
た
。
病
状
は
相
当
悪
く
、
今
岡
は
病
人
の
た
め
に

食
堂
で
日
本
風
の
粥
を
作
ら
せ
た
り
何
か
と
助
け
た
。
治
療
は
行
わ
れ
た
が
容
態
は
短
期
間
で
悪
化
し
、
入
院
し
て
二
ヶ
月
も
た
た
ぬ

う
ち
に
息
を
引
き
取
っ
た
の
だ
。
臨
終
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
牧
師
も
呼
ば
れ
た
。
そ
し
て
葬
儀
は
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
領
事
が
駆
け
つ
け
、

在
留
邦
人
や
関
係
者
が
集
ま
っ
て
執
り
行
わ
れ
、
今
岡
は
様
々
な
手
続
き
な
ど
の
業
務
を
助
け
て
い
る

）
58
（

。
そ
の
年
の
年
賀
状
に
次
の
言

葉
を
綴
っ
た
。

「
…
旧
年
、
祖
国
か
ら
遠
く
離
れ
、
私
の
腕
の
中
で
亡
く
な
っ
た
佐
々
木
教
授
の
事
を
思
い
出
し
ま
す
。
こ
ん
な
事
が
起
こ
る
と

誰
が
想
像
し
た
で
し
ょ
う
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
人
達
は
、
祖
国
を
遠
く
離
れ
て
重
病
に
苦
し
む
東
方
か
ら
の
客
に
対
し
、
兄
弟
の
様

な
愛
情
を
持
っ
て
尽
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
あ
ふ
れ
る
涙
で
弔
い
に
参
じ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な
事
は
誰
も
想
像
出
来

な
い
事
で
す
。
教
授
の
死
は
痛
恨
の
極
み
で
す
が
、
私
は
こ
う
い
う
風
に
教
授
を
送
る
こ
と
が
出
来
て
幸
せ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

我
々
日
本
人
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
人
々
の
好
意
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う

）
59
（

。
」

　

こ
の
出
来
事
を
地
元
の
ペ
シ
ュ
ト
ヒ
ル
ラ
ッ
プ
誌
も
報
道
し
（
一
一
月
二
四
日
）
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
は
客
死
し
た
日
本
人
に
同
情
を
寄

せ
て
い
る
。
本
件
は
今
岡
が
公
私
を
問
わ
ず
請
け
負
っ
た
領
事
任
務
の
よ
う
な
仕
事
の
ほ
ん
の
一
例
で
あ
る
が
、
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
来
る

賓
客
に
公
使
館
か
ら
の
依
頼
で
付
き
添
っ
て
通
訳
を
務
め
た
こ
と
も
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
公
使
館
で
調
べ
る
必
要
の
あ
っ
た
統
計

資
料
な
ど
を
今
岡
に
頼
ん
で
く
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
様
子
が
遺
品
に
残
る
書
簡
か
ら
判
る
。

　

ま
た
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
達
か
ら
は
ま
こ
と
に
種
々
雑
多
な
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
依
頼
、
照
会
な
ど
の
手
紙
が
送
ら
れ
て
き
た
。

大
臣
ま
で
が
本
来
ウ
ィ
ー
ン
の
公
使
館
を
通
じ
て
行
う
よ
う
な
頼
み
ご
と
を
し
て
い
る
。
例
え
ば
ヴ
ァ
シ
ュ
・
ヨ
ー
ジ
ェ
フ
文
部
大
臣
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が
日
本
の
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
送
ら
れ
た
写
真
に
対
し
て
先
方
に
礼
を
伝
え
る
よ
う
今
岡
に
依
頼
し
た
手
紙
（
一
九
二
七
年
一
〇
月
七

日
）
。
あ
る
時
は
地
理
研
究
所
か
ら
、
第
一
次
大
戦
以
前
に
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
活
動
し
て
い
た
地
理
学
者
脇
水
鉄
五
郎
の
収
集
品
が
残
さ

れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
日
本
へ
送
る
べ
く
相
談
を
持
ち
か
け
ら
れ
て
い
る
（
一
九
二
五
年
三
月
一
三
日
）
。
ま
た
両
国
の
赤
十
字
青

年
部
が
活
発
な
交
流
を
し
て
い
た
と
見
受
け
ら
れ
る
が
、
日
本
か
ら
届
い
た
記
念
ア
ル
バ
ム
に
つ
い
て
も
今
岡
に
翻
訳
と
そ
の
扱
い
に

つ
い
て
相
談
し
て
い
る
（
一
九
二
七
年
五
月
一
七
日
）
。

　

こ
う
い
っ
た
一
般
的
な
依
頼
事
項
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
専
門
的
な
領
域
の
依
頼
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
ハ
ン
ガ
リ
ー
動
物
保
護
協
会

か
ら
は
日
本
の
狂
犬
病
予
防
接
種
に
つ
い
て
の
資
料
を
求
め
ら
れ
て
い
る
（
一
九
二
八
年
四
月
一
六
日
）
。
ま
た
あ
る
時
は
日
本
で
ツ

ラ
ン
主
義
を
広
め
る
た
め
設
立
さ
れ
た
東
京
の
ツ
ラ
ン
協
会
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
要
人
た
ち
と
交
流
関
係
を
築
い
て
い
て
、
訪
日
し
た
元

首
相
シ
モ
ニ
・
シ
ェ
マ
ダ
ム
・
シ
ャ
ー
ン
ド
ル
を
介
し
て
ホ
ル
テ
ィ
摂
政
に
日
本
刀
を
贈
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
無
事
に
届
け

ら
れ
元
首
相
以
下
、
関
係
者
が
参
列
し
て
摂
政
に
刀
を
渡
す
こ
と
に
な
っ
た
。
今
岡
は
こ
の
席
に
も
日
本
協
会
か
ら
要
請
さ
れ
て
出
席

し
て
い
る
（
一
九
三
〇
年
六
月
二
〇
日
）
。
こ
の
よ
う
な
場
面
は
、
通
常
公
使
館
か
ら
し
か
る
べ
き
代
表
者
が
出
席
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
ろ
う
。
今
岡
が
半
ば
日
本
の
公
使
館
を
補
う
よ
う
な
立
場
と
見
做
さ
れ
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。

　

依
頼
は
国
内
だ
け
で
な
く
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
居
住
す
る
周
辺
国
か
ら
も
来
て
い
た
。
例
え
ば
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
領
の
ナ
ジ
シ
ャ
ロ
ー

村
に
あ
る
植
物
品
種
改
良
協
会
か
ら
は
ミ
キ
モ
ト
真
珠
や
会
社
に
つ
い
て
の
詳
し
い
情
報
や
日
本
の
さ
と
う
き
び
の
精
製
に
つ
い
て
の

専
門
的
で
長
い
質
問
状
が
届
い
て
い
た
（
一
九
二
八
年
六
月
一
五
日
）
。

　

こ
れ
ら
は
依
頼
を
具
体
的
に
示
す
た
め
列
挙
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
と
に
か
く
思
い
つ
く
限
り
の
様
々
な
手
紙
の
束
で
あ
る
。
全
体

を
見
渡
す
と
、
多
く
は
今
岡
の
講
演
の
聴
衆
や
、
記
事
の
読
者
か
ら
来
て
い
た
よ
う
だ
。
一
番
多
い
依
頼
は
ど
こ
か
ら
か
入
手
し
た
日

本
語
の
翻
訳
を
頼
ん
で
く
る
も
の
だ
っ
た
。
次
に
多
か
っ
た
の
は
意
外
に
も
日
本
で
の
仕
事
の
斡
旋
。
し
か
し
大
正
か
ら
昭
和
初
期
と
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二
八

い
う
時
代
を
考
え
る
と
、
往
来
も
ま
だ
ま
だ
困
難
な
時
、
突
飛
な
感
じ
が
し
な
い
で
も
な
い
。
ベ
ー
ケ
ー
シ
ュ
チ
ャ
バ
に
住
む
二
人
の

機
械
エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら
来
た
手
紙
に
は
こ
う
あ
る
。

　

「
私
た
ち
は
工
業
が
発
展
し
つ
つ
あ
る
国
で
働
き
、
将
来
の
生
活
設
計
を
し
た
い
と
思
い
…
…
」

日
本
が
こ
ん
な
風
に
見
ら
れ
て
い
た
の
か
と
思
う
と
と
も
に
、
い
さ
さ
か
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
欠
け
る
計
画
と
も
感
じ
る
。
今
岡
が
ど
ん

な
返
事
を
出
し
て
い
た
の
か
は
想
像
す
る
し
か
な
い
の
だ
が
…
…
。

　

今
岡
は
滞
在
の

後
に
こ
の
よ
う
な
領
事
的
業
務
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
し
て
、
一
九
三
一
年
一
月
の
高
松
宮
夫
妻
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
訪
問

に
通
訳
と
し
て
同
伴
し
た
。
準
備
段
階
か
ら
公
使
館
と
連
携
し
て
行
く
べ
き
場
所
、
会
う
べ
き
人
、
ホ
テ
ル
の
選
定
な
ど
プ
ロ
グ
ラ
ム

全
般
で
進
言
し
て
い
る
。
そ
し
て
オ
ペ
ラ
座
に
お
け
る
君
が
代
斉
唱
の
練
習
ま
で
駆
り
出
さ
れ
て
い
た
。
滞
在
は
三
日
間
。
公
式
訪
問

に
準
じ
る
待
遇
で
ホ
ル
テ
ィ
摂
政
は
じ
め
ベ
ト
レ
ン
首
相
ら
が
宮
殿
や
首
相
府
に
て
晩
餐
会
を
催
し
、
宮
夫
妻
は
審
議
中
の
国
会
へ
登

場
し
て
議
員
ら
か
ら
熱
烈
な
挨
拶
を
受
け
ら
れ
た
。
日
本
関
連
団
体
と
も
面
会
し
東
洋
美
術
館
で
日
本
美
術
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
学

し
た
。
そ
の
他
オ
ペ
ラ
座
で
の
鑑
賞
や
マ
ー
チ
ャ
ー
シ
ュ
教
会
や
英
雄
広
場
な
ど
を
視
察
し
て
い
る

）
60
（

。
こ
の
よ
う
に
未
だ
公
使
館
の
な

い
と
こ
ろ
に
皇
室
か
ら
公
式
に
準
じ
る
訪
問
を
す
る
な
ど
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
訪
問
が
日
程
に
上
が
る
過
程
で
は
今
岡
を
通
じ

て
の
情
報
や
、
実
質
的
な
協
力
と
い
う
も
の
が
非
常
に
有
用
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
岡
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
滞
在
の

後
に
ハ
ン
ガ

リ
ー
か
ら
叙
勲
さ
れ
て
い
る
が
、
公
使
館
も
彼
に
感
謝
状
を
贈
っ
て
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て
い
る
。

　

三
―
三　

文
化
協
定
締
結
と
そ
の
後
の
営
み

　

さ
て
今
岡
が
帰
国
し
て
か
ら
の
一
九
三
〇
年
代
後
半
、
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
文
化
協
定
を
巡
っ
て
接
近
す
る
。
文
化
協
定
を
締
結
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二
九

す
る
と
い
う
案
を

初
に
提
案
し
た
の
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
側
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
既
に
一
九
三
〇
年
代
の
前
半
よ
り
、

外
交
の
一
環
と
し
て
欧
州
の
数
カ
国
と
文
化
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
の
は
一
九
三
五
年
で
あ
る
が
、

そ
の
際
こ
の
よ
う
な
協
定
を
ま
だ
結
ん
だ
こ
と
の
な
い
日
本
の
外
務
省
は
積
極
的
と
は
言
え
ぬ
慎
重
な
態
度
で
応
じ
て
い
た
。
と
り
あ

え
ず
は
交
換
留
学
生
の
枠
を
作
る
、
と
い
う
程
度
の
協
力
関
係
を
考
え
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
態
度
は
間
も
な
く
い
く
つ
か
の
理
由
に

よ
っ
て
変
化
す
る
。
ひ
と
つ
は
日
ソ
関
係
で
あ
る
。
共
産
主
義
政
権
が
樹
立
し
て
か
ら
日
本
は
ソ
連
を
警
戒
の
目
で
見
て
い
た
と
こ
ろ
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
と
い
う
中
欧
の
国
と
の
降
っ
て
沸
い
た
協
力
関
係
を
情
報
収
集
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
意
見
が
出
て
き
た
。
ウ
ィ
ー
ン
の

日
本
公
使
・
谷
正
之
は
東
京
の
本
省
宛
の
電
報
で
、
ソ
連
関
係
の
情
報
を
集
め
る
た
め
に
も
日
本
は
今
後
中
欧
諸
国
と
緊
密
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
旨
具
申
し
て
い
る

）
61
（

。
ま
た
外
務
省
内
で
も
、
協
定
締
結
を
推
し
進
め
る
べ
く
、
当
時
の
国
際
情
勢
に

お
け
る
日
本
の
立
場
を
鑑
み
、
国
際
的
に
孤
立
し
つ
つ
あ
る
日
本
に
と
っ
て
は
、
こ
う
い
っ
た
文
化
を
前
面
に
出
し
た
協
定
は
、
世
界

へ
向
け
て
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
も
役
に
立
つ
だ
ろ
う
、
と
い
う
意
見
が
あ
り

）
62
（

、
省
内
で
も
こ
の
協
定
の
締
結
に
向
け
て

積
極
的
な
姿
勢
へ
と
一
気
に
動
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
協
定
で
は
対
外
文
化
関
係
を
推
進
す
る
た
め
広
く
金
銭
的
援
助
を
し

て
い
た
三
井
高
揚
男
爵
が
関
わ
っ
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
締
結
過
程
で
は
ソ
連
に
対
す
る
情
報
収
集
が
目
的
の
ひ
と
つ

に
な
っ
て
お
り
、
両
国
は
そ
の
後
三
国
同
盟
で
軍
事
的
な
同
盟
関
係
に
な
り
、
確
か
に
情
報
収
集
分
野
で
か
つ
て
な
い
協
力
関
係
を
築

い
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
述
べ
る
。
文
化
協
定
が
そ
う
い
っ
た
方
向
の
試
金
石
に
な
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

協
定
締
結
の
過
程
で
は
も
う
ひ
と
つ
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
も
う
条
文
も
整
い
、
締
結
の
署
名
に
向
け
て
準
備
が
進
ん
で
い
た
と
こ

ろ
、
日
本
の
同
盟
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
か
ら
横
槍
が
入
る
。
つ
ま
り
こ
う
い
っ
た
協
定
は
ま
ず
ド
イ
ツ
と

初
に
結
ぶ
べ
き
だ
と
い
う
の

で
あ
る
。
外
務
省
内
で
は
こ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
試
み
た
形
跡
が
あ
る
が
、
駐
ハ
ン
ガ
リ
ー
日
本
公
使
松
宮
順
が
こ
れ
を
拒
否
し
、
と

り
あ
え
ず
調
印
式
は
予
定
通
り
行
わ
れ
た
。
し
か
し
直
後
に
ド
イ
ツ
と
の
間
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
モ
デ
ル
に
し
た
日
独
文
化
協
定
が
結
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三
〇

ば
れ
、
こ
ち
ら
は
調
印
し
て
か
ら
批
准
手
続
き
を
待
た
ず
に
す
ぐ
発
効
す
る
と
い
う
法
律
的
手
法
を
駆
使
し
、
結
局
日
独
協
定
が

初

の
協
定
と
な
っ
た
の
で
あ
る

）
63
（

。
こ
う
い
う
事
か
ら
も
こ
の
協
定
が
政
治
的
な
色
を
帯
び
て
い
た
様
子
が
判
る
。

　

一
方
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
既
に
日
本
へ
の
関
心
は
高
く
、
第
一
次
大
戦
前
の
時
代
か
ら
い
く
つ
か
の
探
検
隊
や
派
遣
団
、
研
究
者
、

美
術
コ
レ
ク
タ
ー
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
訪
日
し
て
い
る
し
、
日
本
に
関
係
す
る
民
間
団
体
も
出
来
て
い
る
。
例
え
ば
ツ
ラ
ン
協
会
、

日
本
協
会
、
ケ
ー
レ
シ
・
チ
ョ
マ
・
シ
ャ
ー
ン
ド
ル
協
会
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
背
景
が
あ
り
、
日
本
と
の
文
化
協
定
締
結
に
つ

い
て
は
む
し
ろ
自
然
な
流
れ
で
あ
り
、
特
に
議
論
が
出
た
り
、
説
明
を
要
し
た
り
の
必
要
も
な
か
っ
た
く
ら
い
で
あ
る

）
64
（

。
批
准
に
際
し

て
、
当
時
の
文
化
相
ホ
ー
マ
ン
・
バ
ー
リ
ン
ト
は
こ
の
よ
う
な
文
化
的
相
互
協
力
関
係
が
基
礎
と
な
り
、
政
治
的
、
経
済
的
関
係
の
発

展
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
、
と
強
調
し
て
い
る

）
65
（

。
こ
の
辺
り
に
は
文
化
協
定
締
結
に
対
す
る
両
国
の
温
度
差
が
表
れ
て
い

る
。

　

協
定
締
結
は
相
互
の
大
使
館
開
設
に
も
勢
い
を
与
え
た
。
文
化
協
定
の
批
准
後
、
日
本
で
は
外
務
省
を
中
心
に
し
て
日
洪
文
化
協
定

連
絡
協
議
会
と
称
す
る
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て

初
は
毎
月
の
よ
う
に
会
合
が
開
か
れ
、
具
体
的
な
活
動
内
容
に
つ
き
協
議
さ
れ
た
。

一
九
四
〇
年
一
〇
月
二
九
日
の
第
一
回
会
合
で
は
近
衛
文
麿
首
相
や
松
岡
洋
右
外
相
の
挨
拶
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。
続
い
て
ハ
ン
ガ

リ
ー
よ
り
テ
レ
キ
・
パ
ー
ル
首
相
、
チ
ャ
ー
キ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
外
相
、
ホ
ー
マ
ン
文
化
相
の
挨
拶
電
文
が
披
露
さ
れ
た
。
儀
礼

的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
内
容
に
親
密
さ
は
十
分
表
れ
て
い
る
。
テ
レ
キ
首
相
は
「
こ
の
協
定
に
よ
り
随
分
以
前
か
ら
抱
い
て
い
た
自

分
の
夢
が
現
実
し
つ
つ
あ
る
」
と
述
べ

）
66
（

、
松
岡
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
防
共
協
定
参
加
の
意
義
を
強
調
し
、
こ
の
協
議
委
員
会
が
政
府
に
対

し
て
も
専
門
的
な
見
地
か
ら
具
体
的
に
提
言
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る

）
67
（

。

　

一
方
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
も
一
九
四
〇
年
九
月
二
三
日
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
側
の
第
一
回
の
協
議
が
文
化
省
で
開
か
れ
て
い
る
。
参
加
者
は

シ
ィ
リ
・
カ
ー
ル
マ
ー
ン
文
化
省
次
官
、
パ
イ
ケ
ル
ト
・
ゲ
ー
ザ
大
臣
顧
問
官
、
在
ウ
ィ
ー
ン
日
本
公
使
の
井
上
松
太
郎
ら
で
あ
る
。
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三
一

こ
ち
ら
で
も
具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
戦
争
終
結
後
は
相
互
に
文
化
研
究
所
を
設
立
す
る
こ
と
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た

）
68
（

。

　

日
本
で
の
連
絡
協
議
会
は
一
九
四
〇
年
か
ら
一
九
四
四
年
ま
で
九
回
開
か
れ
今
岡
は
委
員
と
し
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
財

政
関
係
を
始
め
行
事
や
人
的
交
流
等
、
具
体
的
な
案
件
が
話
し
合
わ
れ
た
。
同
時
に
日
洪
文
化
協
会
な
る
団
体
が
設
立
さ
れ
て
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
関
連
の
様
々
な
行
事
を
催
し
、
機
関
誌
『
日
洪
文
化
』
を
発
行
し
て
い
く
。
こ
の
い
ず
れ
に
も
今
岡
は
会
の
常
務
理
事
、
機
関

誌
の
編
集
長
と
し
て
活
発
に
活
動
し
た
。
会
員
を
広
く
募
り
政
財
界
、
官
僚
、
文
化
人
、
学
者
、
芸
術
家
な
ど
を
は
じ
め
二
五
〇
人
ほ

ど
に
な
っ
て
い
る
。
運
営
は
会
費
の
ほ
か
国
が
補
助
を
出
し
、
三
井
男
爵
は
相
当
額
の
寄
付
を
し
て
い
た
。
行
事
と
い
う
の
は
講
演
会

や
展
覧
会
、
冊
子
や
機
関
誌
の
発
行
、
双
方
へ
向
け
た
ラ
ジ
オ
放
送
、
交
換
留
学
生
の
実
施
な
ど
だ

）
69
（

。

　

機
関
誌
『
日
洪
文
化
』
は
一
九
四
一
年
か
ら
一
九
四
四
年
ま
で
一
六
号
発
行
さ
れ
、
基
本
的
に
は
会
員
向
け
の
も
の
で
あ
る
。
平
均

す
る
と
五
〇
頁
ほ
ど
の
冊
子
で
、
幅
広
く
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
情
を
紹
介
し
、
文
学
の
翻
訳
も
掲
載
し
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
政
治
経
済
に
始

ま
り
、
伝
統
、
民
俗
風
習
、
産
業
、
教
育
、
地
理
、
外
交
、
文
学
、
歴
史
、
村
の
生
活
等
々
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
及
ん
で
い
る
。
編
集
と

翻
訳
は
今
岡
が
担
当
し
た
。
広
く
一
般
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
関
心
の
あ
る
人
達
に
と
っ
て
は
詳
し
い
情

報
を
提
供
し
た
と
言
え
る
。
当
時
は
ま
だ
一
般
の
人
が
簡
単
に
海
外
へ
行
け
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
テ
レ
ビ
も
な
か
っ
た
時
代
で
あ
る

か
ら
、
知
識
を
普
及
す
る
と
い
う
点
で
は
現
在
と
は
較
べ
ら
れ
な
い
貴
重
な
機
会
を
提
供
し
て
い
て
そ
の
意
義
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　

活
動
全
体
は
国
の
補
助
が
出
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
戦
時
中
の
活
動
で
あ
る
か
ら
政
治
的
な
色
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か

し
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
い
う
あ
ま
り
知
ら
れ
な
い
国
を
初
め
て
体
系
的
に
紹
介
し
た
試
み
で
あ
り
関
心
の
あ
る
人
達
に
は
多
く
の
情
報
が
提

供
さ
れ
、
全
く
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
い
う
訳
で
も
な
く
、
中
に
は
現
在
で
も
有
用
な
情
報
も
含
ま
れ
て
い
る
。
時
代
と
社
会
情
勢
に
適
っ

た
水
準
の
知
識
普
及
が
な
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
し
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
対
し
て
日
本
人
の
親
近
感
を
高
め
る
役
割
も
果
た
し
た
。
未

だ
に
残
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
は
こ
の
時
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
ウ
ラ
ル
・
ア
ル
タ
イ
民
族
と
い
う
表
現
で
あ
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る
と
か
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
赤
ち
ゃ
ん
に
は
蒙
古
斑
が
出
る
と
い
う
よ
う
な
言
い
伝
え
で
あ
る

）
70
（

。

　

敗
戦
を
迎
え
協
会
は
廃
止
さ
れ
た
。
一
九
四
五
年
の
秋
ご
ろ
今
岡
や
三
井
会
長
は
ま
だ
今
後
の
活
動
へ
望
み
を
つ
な
い
で
い
き
た
い

思
い
を
抱
い
て
い
た
が
、
も
う
そ
れ
は
か
な
わ
ぬ
夢
で
あ
っ
た
。
日
本
は
独
自
の
外
交
も
で
き
な
い
状
態
だ
っ
た
し
、
両
国
の
国
交
も

休
止
し
そ
の
後
は
冷
戦
で
敵
対
す
る
陣
営
に
分
か
た
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

三
―
四　

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
三
国
同
盟
参
加

　

前
述
の
文
化
協
定
と
同
時
進
行
で
あ
っ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
三
国
同
盟
参
加
と
そ
れ
に
関
わ
る
両
国
関
係
に
つ
い
て
も
こ
こ
で
触
れ
て

お
く
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
文
化
協
定
調
印
後
、
日
本
か
ら
の
強
い
働
き
か
け
も
あ
っ
て
満
州
国
を
承
認
し
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
日
独
防
共

協
定
に
も
参
加
し
た
。
一
九
三
九
年
二
月
で
あ
る
。
そ
の
後
日
洪
文
化
協
会
に
よ
る
一
連
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る

中
、
一
九
四
〇

年
九
月
に
結
ば
れ
た
日
独
伊
三
国
同
盟
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
太
平
洋
戦
争
開
戦
の
直
前
で
あ
る
。
こ
れ
は
軍

事
同
盟
で
あ
り
、
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
軍
事
同
盟
を
結
ぶ
よ
う
な
直
接
的
利
害
関
係
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
欧
州
情
勢
の
中
で

領
土
問
題
や
時
の
政
治
的
判
断
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
ド
イ
ツ
に
組
み
せ
ざ
る
を
得
な
く
、
こ
の
同
盟
に
参
加
し
た
。
同
盟
参
加
を
交
渉
す

る
過
程
で
、

初
日
本
は
必
ず
し
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
参
加
を
歓
迎
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
今
後
満
州
を
参
加
さ
せ
る
可
能
性
に
つ

い
て
言
及
し
、
ド
イ
ツ
と
の
間
で
均
衡
を
取
ろ
う
と
し
て
い
る
。
実
際
に
そ
の
旨
を
書
面
で
も
確
認
し
て
い
た

）
71
（

。
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
日
本

は
い
わ
ば
ド
イ
ツ
を
介
し
て
「
同
盟
の
同
盟
」
に
な
っ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
時
は
既
に
戦
争
へ
の
道
を
ひ
た
走
っ
て
い
た
。

時
局
柄
、
同
盟
国
が
増
え
た
こ
と
に
つ
き
表
向
き
は
当
然
歓
迎
さ
れ
、
日
刊
紙
も
こ
ぞ
っ
て
「
新
し
い
同
盟
国
ハ
ン
ガ
リ
ー
」
と
報
じ

て
い
る
。
「
血
は
水
よ
り
も
濃
い
、
新
し
き
盟
友
ハ
ン
ガ
リ
ー
」
（
国
民
新
聞
）
「
さ
あ
け
ふ
か
ら
兄
弟
、
ギ
カ
公
使
も
大
は
し
ゃ
ぎ
」
（
読
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売
）
「
結
盟
の
夜
の
洪
公
使
館　

歓
声
渦
巻
く
乾
杯
、
失
地
回
復
が
合
言
葉
」
（
中
外
商
業
新
聞
）
な
ど
派
手
な
見
出
し
が
躍
っ
て
い
る
。

　

一
一
月
二
〇
日
の
調
印
式
は
ウ
ィ
ー
ン
の
ヴ
ェ
ル
ベ
デ
ー
レ
宮
殿
で
、
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
独
外
相
、
チ
ア
ー
ノ
伊
外
相
、
来
栖
駐

独
大
使
、
チ
ャ
ー
キ
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
外
相
に
よ
り
行
わ
れ
、
写
真
も
デ
カ
デ
カ
と
新
聞
の
一
面
に
出
た
。
調
印
式
後
の
晩
餐
会
に
は
ヒ

ト
ラ
ー
も
同
席
し
て
い
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
本
邦
日
刊
紙
の
一
面
を
飾
っ
た

初
の
機
会
と
な
っ
た
。
折
り
し
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
ド
イ

ツ
の
仲
介
も
あ
っ
て
悲
願
だ
っ
た
領
土
の
一
部
を
取
り
戻
し
た
時
期
で
あ
り
、
朝
日
新
聞
も
地
図
入
り
の
大
き
な
記
事
を
掲
載
し
て
い

る
。
外
相
テ
レ
キ
の
紹
介
や
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
町
並
み
な
ど
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
公
使
や
今
岡
ら
を
通
じ
て
多
く
語
ら
れ
て
い
る
。
調
印
の

様
子
を
始
め
、
公
使
館
で
の
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
や
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
写
真
な
ど
が
新
聞
紙
上
を
賑
わ
せ
た
。
公
使
館
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は

同
盟
国
の
外
交
官
は
じ
め
日
洪
文
化
協
会
関
係
者
ら
大
勢
が
集
ま
っ
た
。
マ
ス
コ
ミ
も
呼
ば
れ
、
お
国
事
情
を
聞
こ
う
と
今
岡
を
記
者

ら
が
取
り
囲
ん
で
い
る
。
両
国
を
結
ぶ
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
ホ
ル
テ
ィ
摂
政
は
特
に
日
本
び
い
き
で
あ
る
事
を
強
調
し
た
。
日
露
大
戦

の
頃
若
い
海
軍
兵
と
し
て
来
日
し
た
際
、
腕
に
日
本
男
女
の
入
れ
墨
を
し
、
機
嫌
が
良
い
と
親
し
い
人
に
見
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
実
は

自
分
も
そ
れ
を
見
た
、
と
い
っ
た
逸
話
を
披
露
し
て
い
る
。
ギ
カ
・
ジ
ェ
ル
ジ
駐
日
公
使
も
そ
の
時
の
興
奮
し
た
様
子
に
つ
い
て
ハ
ン

ガ
リ
ー
向
け
の
ラ
ジ
オ
で
、
祝
い
の
訪
問
や
電
話
が
ひ
き
も
き
ら
な
い
様
子
を
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
日
本
中
の
歓
迎
し
て
く
れ
る

と
は
、
と
感
激
し
た
様
子
で
あ
っ
た

）
72
（

。
こ
う
し
て
両
国
の
間
は
益
々
密
接
な
関
係
が
発
展
し
て
い
っ
た
。

　

文
化
協
定
締
結
過
程
で
は
ソ
連
に
対
す
る
情
報
収
集
が
目
的
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
先
に
述
べ
た
。
そ
し
て
数
年
後
両
国

相
互
に
公
使
館
が
設
置
さ
れ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
三
国
同
盟
参
加
で
軍
事
的
な
同
盟
関
係
に
も
な
り
情
報
収
集
分
野
で
両
国
は
か
つ
て
な

い
協
力
関
係
を
築
い
て
い
る
。
文
化
協
定
は
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
を
与
え
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
研
究
者
ウ
ィ
ン
テ

ル
マ
ン
テ
ル
氏
と
シ
ャ
ラ
イ
氏
が
こ
の
時
期
の
武
官
ど
う
し
に
よ
る
協
力
関
係
に
つ
い
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
公
文
書
を
基
に
詳
し
く
報
告

し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
特
に
ソ
連
に
関
す
る
機
密
情
報
、
諜
報
、
暗
号
解
読
な
ど
の
領
域
で
は
密
接
な
や
り
取
り
が
あ
り
、
モ
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ス
ク
ワ
、
欧
州
、
ト
ル
コ
に
駐
在
す
る
両
国
武
官
同
士
も
緊
密
な
連
携
を
持
っ
て
い
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
カ
ル
パ
ー
ト
ウ
ク
ラ
イ
ナ
地

域
を
奪
還
し
て
ソ
連
と
国
境
を
接
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
独
ソ
不
可
侵
条
約
の
締
結
、
ド
イ
ツ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
と
欧
州
の
政
局

が
進
む
な
か
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
重
要
度
が
増
し
た
こ
と
も
、
日
本
に
と
っ
て
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
軍
事
関
係
を
強
化
す
る
要
素
に
な
っ

て
い
た
。
例
え
ば
ア
ン
カ
ラ
駐
在
の
ネ
ー
メ
ト
・
イ
ム
レ
大
佐
は
や
は
り
ア
ン
カ
ラ
に
駐
在
し
て
い
た
芳
仲
和
太
郎
武
官
と
親
し
い

関
係
に
あ
り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
の
特
別
な
親
近
感
に
支
え
ら
れ
た

も
信
頼
で
き
る
連
携
だ
っ
た
と
述
べ
て
お
り
、
芳
仲
は
こ
の
後

一
九
四
〇
～
一
九
四
二
年
ブ
ダ
ペ
ス
ト
へ
赴
任
し
て
い
る
。
ま
た
他
に
も
ソ
連
の
暗
号
電
文
解
読
や
軍
事
情
報
の
収
集
で
相
互
に
緊
密

な
関
係
が
出
来
て
い
た
様
子
が
わ
か
る

）
73
（

。
こ
の
芳
仲
を
始
め
と
し
て
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
駐
留
し
た
日
本
の
武
官
数
人
に
対
し
、
一
九
三
八

年
か
ら
ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
よ
り
勲
章
が
授
与
さ
れ
て
い
る
。
日
本
か
ら
も
パ
ー
ト
ナ
ー
に
対
し
、
頻
度
は
や
や
少

な
い
も
の
の
お
返
し
の
叙
勲
が
行
わ
れ
て
い
た

）
74
（

。
こ
れ
を
見
て
も
両
国
間
で
は
相
当
な
協
力
関
係
が
築
か
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

そ
し
て
領
土
問
題
の
項
で
述
べ
た
、
ウ
ィ
ー
ン
裁
定
で
の
大
島
大
使
の
進
言
な
ど
へ
と
続
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　

四　

冷
戦
の
両
側
で

　

四
―
一　

一
九
五
六
年
ハ
ン
ガ
リ
ー
動
乱
の
影
響
と
国
交
回
復

　

終
戦
と
な
り
し
ば
ら
く
は
独
自
の
外
交
も
出
来
な
い
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
間
は
国
交
も
休
止
状
態
と
な
る
。
今
岡
ら
は
「
今
後
大

国
と
し
て
の
権
威
な
き
我
国
外
交
は
運
命
を
共
に
す
る
成
る
可
く
多
く
の
小
国
と
提
携
し
て
大
国
の
専
横
を
阻
止
し
、
小
国
の
共
同
利



国
際
関
係
論
叢
第
二
巻 

第
二
号
（
二
〇
一
三
年
）

172

三
五

益
を
擁
護
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
今
後
日
本
が
新
た
な
外
交
を
始
め
る
上
で
も
小
国
と
の
関
係
が
重
要
、
と
外
務
省
に
働
き
か
け
て
い

る
が

）
75
（

、
一
八
〇
度
社
会
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
日
本
で
は
も
う
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
も
な
か
っ
た
。
そ
し
て
今
岡
も
ほ
ぼ
一
〇
年
近
く
沈
黙
を

強
い
ら
れ
る
。
在
京
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
公
使
館
員
た
ち
も
ま
た
混
乱
の
中
、
事
態
を
見
極
め
る
に
も
時
間
が
か
か
り
不
安
な
日
々
を
送
っ

て
い
る
。
ド
イ
ツ
側
に
つ
い
て
敗
戦
を
迎
え
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
東
西
の
綱
引
き
で
そ
の
運
命
は
翻
弄
さ
れ
ソ
連
配
下
に
入
れ
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
た
。
公
使
館
員
た
ち
は
難
し
い
選
択
を
迫
ら
れ
る
。
日
本
は
占
領
下
と
な
り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
本
国
の
混
乱
す
る
様
子
に
し
て

も
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
る
わ
け
で
は
な
い
。
占
領
軍
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
ら
を
敵
国
民
と
し
て
捕
虜
扱
い
し
な
い
よ
う
方
々
に
手
を
尽

く
す
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
。
一
方
で
本
国
が
こ
れ
ま
で
の
政
治
的
状
況
と
全
く
相
反
す
る
社
会
に
な
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
お
り
、
皆

あ
ま
り
帰
国
を
急
い
で
は
い
な
い
。

　

日
本
語
を
よ
く
し
文
学
の
翻
訳
ま
で
も
の
に
し
て
い
た
メ
ツ
ゲ
ル
・
ナ
ー
ン
ド
ル
は
一
九
四
六
年
の
二
月
に
ア
メ
リ
カ
へ
、
そ
し
て

公
使
の
ヴ
ェ
ー
グ
・
ミ
ク
ロ
ー
シ
ュ
は
四
月
に
な
っ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
へ
発
っ
た
。

後
ま
で
残
っ
た
の
は
広
報
を
担
当
し
て
い
た
ハ
バ
ー

ン
・
イ
エ
ネ
ー
で
、
彼
は
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
公
使
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
日
本
を
始
め
ア
ジ
ア
地
域
に
残
留
の
ハ
ン
ガ
リ
ー

人
に
対
し
て
五
年
間
と
い
う
長
い
間
、
領
事
業
務
を
引
き
受
け
て
い
た
。
こ
の
間
今
岡
も
時
折
連
絡
を
取
っ
て
い
る
。
公
使
館
と
い
っ

て
も
元
に
な
る
本
国
と
の
交
信
は
絶
え
て
い
て
、
生
活
の
た
め
の
送
金
さ
え
も
な
い
。

後
は
公
館
の
家
財
を
売
っ
て
生
活
を
営
ん
で

い
た
と
い
う
。
ま
さ
に
戦
後
混
乱
の
異
常
事
態
だ
。
そ
し
て
ハ
バ
ー
ン
は
一
九
五
〇
年
の
秋
に
な
っ
た
頃
、
三
つ
の
コ
ン
テ
ナ
を
用
意

し
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
旗
と
銀
製
品
、
そ
れ
に
残
っ
た
公
文
書
を
詰
め
て
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
公
使
館
へ
と
送
り
出
し
た
。
こ
う
し

て

後
の
仕
事
を
終
え
る
と
彼
も
ま
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
遠
く
離
れ
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
向
け
て
出
立
し
て
い
っ
た

）
76
（

。

　

さ
て
国
交
が
復
活
し
て
い
な
い
中
で
数
年
の
空
白
の
後
、
日
本
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
で
自
主
的
な
外
交
を
取
り
戻
し
多
く
の

国
と
外
交
関
係
を
再
開
し
た
。
し
か
し
こ
の
時
も
冷
戦
の
両
陣
営
と
い
う
壁
は
厚
く
東
欧
諸
国
と
は
す
ぐ
に
関
係
回
復
を
し
て
い
な
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い
。
そ
れ
で
も
事
務
レ
ベ
ル
で
は
一
九
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
準
備
に
取
り
掛
か
り
、
細
々
と
で
は
あ
る
が
歩
み
寄
る
試
み
が
始
ま
っ
て

い
る
。
ま
ず
は
左
派
国
会
議
員
の
訪
問
で
あ
る
と
か
、
第
三
国
を
通
し
た
通
商･

貿
易
活
動
、
あ
る
い
は
限
ら
れ
た
範
囲
の
文
化
交
流

な
ど
だ
。
外
交
回
復
の
た
め
に
は
ま
ず
一
九
五
六
年
の
日
ソ
共
同
宣
言
が
必
要
だ
っ
た
。
ま
さ
に
こ
の
署
名
が
一
〇
月
一
九
日
に
モ
ス

ク
ワ
で
行
わ
れ
、
社
会
主
義
圏
諸
国
の
外
交
関
係
回
復
の
た
め
の
お
膳
立
て
が
や
っ
と
揃
っ
た
そ
の
一
〇
月
に
、
一
九
五
六
年
ハ
ン
ガ

リ
ー
動
乱
が
起
こ
る
。
共
産
主
義
圏
で
初
め
て
民
衆
が
蜂
起
し
て
世
界
を
震
撼
さ
せ
、
日
本
の
左
翼
運
動
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

こ
の
事
件
に
よ
り
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
国
交
回
復
は
棚
上
げ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
折
り
し
も
話
し
合
い
の
た
め
北
京
の
ハ
ン
ガ
リ
ー

大
使
館
員
が
来
日
し
て
い
た
。
し
か
し
も
う
そ
の
話
し
合
い
は
出
来
ず
じ
ま
い
と
な
っ
た
。

　

動
乱
が
起
こ
っ
て
か
ら
日
本
で
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
救
援
会
が
設
立
さ
れ
募
金
活
動
な
ど
が
全
国
に
広
が
っ
た
。
一
連
の
動
き
は
一
方

で
時
の
政
権
と
結
ぼ
う
と
し
て
い
た
外
交
関
係
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
は

一
九
五
七
年
か
ら
順
に
外
交
を
復
活
さ
せ
て
い
く
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
一
九
五
九
年
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
動
乱
に
関
す

る
今
岡
の
活
動
は
第
一
章
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
救
援
会
活
動
で
難
民
を
助
け
た
今
岡
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
当
局
と
の
関
係
は
当
分
の

間
冷
淡
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

一
九
五
七
年
に
開
催
さ
れ
た
外
務
省
の
欧
州
大
使
会
議
で
も
ま
だ
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
国
交
回
復
は
そ
の
時
期
に
あ
ら
ず
と
の
公
館

長
一
致
の
意
見
」
で
あ
り
、
カ
ー
ダ
ー
ル
政
権
を
非
難
す
る
西
欧
諸
国
と
足
並
み
を
揃
え
る
外
務
省
の
態
度
が
窺
わ
れ
る
。
そ
れ
で
も

一
九
五
七
年
の
春
以
降
は
主
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
側
か
ら
日
本
に
対
し
て
熱
心
な
外
交
関
係
回
復
へ
の
働
き
か
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
国
交

の
あ
る
第
三
国
に
お
い
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
が
日
本
大
使
に
国
交
回
復
へ
の
希
望
を
伝
え
て
い
た
。
例
え
ば
モ
ス
ク
ワ
、
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
、
ベ
ル
ン
の
各
大
使
へ
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た

）
77
（

。
そ
し
て
徐
々
に
交
渉
は
進
み
、
一
九
五
九
年
八
月
プ
ラ
ハ
で
や
っ
と
外
交
関
係

復
活
の
文
書
が
調
印
さ
れ
、
翌
年
に
は
双
方
の
公
使
館
が
東
京
と
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
再
び
設
置
さ
れ
た
。
一
五
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
る
。
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今
岡
や
戦
前
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
関
わ
っ
た
仲
間
が
集
い
、
友
好
協
会
を
再
び
立
ち
上
げ
る
べ
く
準
備
を
し
て
い
た
。
有
志
が
集
ま
り
今
岡

ら
旧
時
代
の
人
達
に
新
し
く
羽
仁
五
郎
ら
左
派
の
知
識
人
も
加
わ
っ
た
。
会
長
は
戦
前
の
駐
ブ
ダ
ペ
ス
ト
公
使
井
上
庚
二
郎
が
就
任
し

て
い
る
。
し
か
し
東
京
に
公
使
館
開
設
と
な
っ
て
初
め
て
赴
任
し
た
チ
ャ
ト
ル
ダ
イ
・
カ
ー
ロ
イ
公
使
は
そ
の
辺
り
の
微
妙
な
空
気
を

察
し
「
こ
の
集
ま
り
に
対
し
そ
の
営
み
に
つ
い
て
は
介
入
し
た
く
な
い
し
、
多
く
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
冷
淡
な
コ
メ
ン

ト
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
後
二
代
目
の
公
使
ザ
ル
カ
・
ア
ン
ド
ラ
ー
シ
ュ
に
な
っ
て
も
う
少
し
積
極
的
な
姿
勢
に
な
る
も
の
の
、
や
は

り
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
は
出
来
ず
、
こ
の
時
の
友
好
協
会
の
試
み
は
軌
道
に
乗
ら
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た

）
78
（

。 

異
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
新
し
く
友
好
協
会
が
組
織
さ
れ
て
本
格
的
な
活
動
に
な
る
の
は
か
な
り
先
、
一
九
七
五
年
の
こ
と
で
あ

る
。

　

四
―
二　

冷
戦
下
の
両
国
関
係
と
今
岡

　

戦
後
、
今
岡
に
と
っ
て
表
立
っ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
関
連
の
仕
事
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
の
辞
書

を
書
い
た
り
、
本
格
的
な
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
辞
書
の
編
纂
に
情
熱
を
注
い
だ
。
一
九
六
〇
年
代
の
半
ば
に
こ
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
辞
典
の
原

稿
は
ほ
と
ん
ど
仕
上
が
っ
て
い
た
が
、
特
殊
語
の
辞
書
で
あ
り
出
版
は
な
か
な
か
困
難
な
こ
と
だ
っ
た
。
今
岡
は
何
か
協
力
が
引
き
出

せ
そ
う
な
と
こ
ろ
へ
は
足
を
運
び
、
大
使
館
の
門
も
叩
い
た
。
も
は
や
選
ん
で
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
。
と
こ
ろ
が
大
使
館
で
は
検
討

す
る
と
い
う
名
目
で
今
岡
か
ら
原
稿
を
預
か
り
、
そ
の
後
な
か
な
か
戻
っ
て
こ
な
い
。
結
局
一
年
以
上
、
原
稿
を
止
め
ら
れ
た
挙
句
、
戻
っ

て
き
た
原
稿
は
あ
ち
こ
ち
抜
け
落
ち
て
い
た
。
今
岡
は
何
度
も
大
使
館
へ
足
を
運
ん
で
は
催
促
す
る
も
の
の
、
相
手
は
話
を
か
わ
す
ば

か
り
で
あ
る

）
79
（

。
五
六
年
の
動
乱
時
に
自
身
も
共
産
主
義
体
制
の
矛
盾
や
生
活
の
困
難
さ
を
書
い
た
の
だ
が
、
ま
さ
に
そ
の
断
片
を
目
の
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あ
た
り
に
し
、
実
際
に
不
条
理
を
被
っ
た
感
じ
が
し
た
も
の
だ
。
ほ
と
ん
ど
自
費
出
版
で
出
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
文
学
の
翻
訳
書
も
、
何

か
購
買
に
結
び
つ
く
き
っ
か
け
が
あ
る
か
と
思
い
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
に
持
ち
込
ん
だ
。
し
か
し
こ
れ
も
し
ば
ら
く
す
る
と
あ
ち
こ
ち

黒
い
墨
で
乱
暴
に
消
さ
れ
た
無
残
な
姿
で
返
っ
て
き
た
り
し
た

）
80
（

。

　

「
こ
れ
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
現
実
だ
な
」
と
思
い
知
ら
さ
れ
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
大
使
館
で
接
す
る
書
記
官
ら
の
態
度
や
物
腰
は
、

そ
の
昔
今
岡
が
接
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
人
々
と
は
相
当
違
い
、
ど
こ
か
懐
疑
的
で
率
直
さ
の
な
い
、
本
音
で
物
事
を
語
っ
て
い
な
い
感

じ
が
つ
き
ま
と
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
原
稿
の
一
件
が
あ
り
今
岡
は
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
第
二
の
故
郷
に
む
し
ろ
寂
寥
感
を
覚
え
て
い

た
。

　

外
務
省
嘱
託
の
仕
事
も
戦
後
は
な
く
な
り
、
一
時
期
は
辞
書
編
纂
の
た
め
省
内
に
机
ひ
と
つ
だ
け
提
供
さ
れ
て
通
っ
て
い
た
。
外
交

関
係
が
復
活
し
て
し
ば
ら
く
す
る
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
の
で
き
る
専
門
官
を
外
務
本
省
で
も
養
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
今
岡
は
そ
の
研
修

の
講
師
に
な
っ
た
。
赴
任
す
る
前
の
若
い
事
務
官
二
人
（
河
合
智
司
元
中
央
ア
フ
リ
カ
大
使
、
小
平
功
元
マ
イ
ア
ミ
総
領
事
）
に
言
葉

の
手
ほ
ど
き
を
し
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
情
を
伝
え
て
い
る
。

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
と
の
間
に
少
し
変
化
が
訪
れ
た
の
は

晩
年
に
な
っ
て
か
ら
だ
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
も
初
め
て
日
本
語
の
出
来

る
外
交
官
が
赴
任
し
て
き
た
。
一
九
七
一
年
に
赴
任
し
た
マ
ー
チ
ュ
シ
ュ
・
シ
ャ
ー
ン
ド
ル
で
あ
る
。
今
岡
は
日
本
語
を
勉
強
し
た
こ

の
若
い
書
記
官
と
打
ち
解
け
て
話
す
こ
と
が
で
き
た
。
マ
ー
チ
ュ
シ
ュ
は
あ
ま
り
先
入
観
を
持
た
ず
に
今
岡
と
幾
度
か
会
っ
て
い
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
語
が
流
暢
な
の
に
も
、
知
識
の
豊
富
さ
に
も
舌
を
巻
い
た
。
そ
し
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
ど
と
は
別
な
と
こ
ろ
で
、
今
岡
が

ハ
ン
ガ
リ
ー
を
ど
れ
ほ
ど
大
切
に
思
っ
て
い
る
か
を
感
じ
、
加
え
て
日
本
で
今
岡
に
よ
っ
て
翻
訳
出
版
さ
れ
た
作
品
の
数
々
に
目
を
見

張
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
紹
介
に
力
を
入
れ
て
い
て
も
そ
れ
に
よ
っ
て
見
返
り
を
得
て
い
な
い
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
で
き

た
。
そ
し
て
彼
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
何
か
お
礼
の
気
持
ち
を
表
し
た
い
と
思
っ
た
。
何
し
ろ
冷
戦
の
真
っ
只
中
で
あ
る
し
、
高
位
の
勲
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章
な
ど
は
ま
ず
党
の
活
動
や
そ
れ
に
関
わ
る
も
の
が
優
先
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
今
岡
の
抜
き
ん
出
た
文
化
活
動
は
表
彰
に

値
す
る
と
思
っ
た
。
当
時
、
外
国
と
の
交
流
の
窓
口
に
な
っ
て
い
た
の
は
対
外
文
化
協
会
と
い
う
組
織
で
あ
る
。
そ
こ
が
毎
年
、
何
人

か
の
外
国
人
に
も
功
労
賞
を
出
し
て
い
た
。
こ
れ
に
申
請
す
る
こ
と
を
考
え
た
。
そ
し
て
亡
く
な
る
前
年
の
一
九
七
二
年
、
大
使
館
に

お
い
て
今
岡
に
功
労
賞
の
賞
状
と
記
念
の
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
た

）
81
（

。
今
岡
は
そ
の
褒
章
を
す
な
お
に
喜
び
、
昔
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
を
思
い

出
し
て
体
制
の
違
い
を
忘
れ
る
一
時
を
か
み
し
め
た
で
あ
ろ
う
。

　

辞
書
の
自
費
出
版
準
備
は
遅
々
と
し
な
が
ら
も
進
ん
で
い
た
。
一
九
七
三
年
、
両
国
間
に
は
再
び
文
化
協
定
が
結
ば
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
た
め
四
月
四
日
か
ら
一
一
日
に
か
け
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
ペ
ー
テ
ル
・
ヤ
ー
ノ
シ
ュ
外
相
が
来
日
し
た
。
そ
の
協
定
締

結
の
場
で
、
仮
刷
り
で
刷
ら
れ
た
今
岡
の
辞
書
が
当
時
の
大
平
正
芳
外
相
か
ら
ペ
ー
テ
ル
外
相
に
贈
呈
さ
れ
て
い
る
。
今
岡
は
こ
の
頃
、

入
退
院
を
繰
り
返
す
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
が
、
彼
の

後
の
仕
事
が
外
交
上
の
場
面
で
も
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
ペ
ー
テ
ル
外
相

は
東
京
で
の
晩
餐
会
に
今
岡
を
招
き
、
辞
書
刊
行
を
祝
い
今
岡
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
と
い
う

）
82
（

。
こ
う
し
て
限
ら
れ
た
範
囲
の
中
で
は
あ

る
が
、
両
国
間
の
基
本
的
な
条
約
な
ど
は
徐
々
に
整
い
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
分
野
で
人
の
交
流
も
増
え
て
い
く
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
は
あ
く
ま
で
限
ら
れ
た
関
係
で
あ
り
、
元
々
国
民
に
対
し
て
旅
行
の
自
由
も
保
障
さ
れ
て
い
な
い
体
制
の
下
で
あ
る
か
ら
行
き
来
と

い
っ
て
も
一
部
の
人
々
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
戦
前
の
関
係
に
政
治
的
な
色
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
戦
後
は
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な

方
向
で
よ
り
政
治
に
影
響
さ
れ
る
関
係
が
長
く
続
い
て
い
た
。
こ
れ
が
本
当
に
自
由
で
率
直
な
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
交
流
と
な
る
の

は
一
九
九
〇
年
の
体
制
転
換
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。



今
岡
十
一
郎
の
活
動
を
通
し
て
観
る
日
本
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
外
交
関
係
の
変
遷
（
梅
村 

裕
子
）

167

四
〇

　
　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
日
本
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
関
係
史
の
上
で

初
の
架
け
橋
と
な
っ
た
今
岡
十
一
郎
の
生
涯
を
概
観
し
、
彼
の
活
動
を
通
し
て
見

え
る
両
国
外
交
史
の
特
徴
を
史
料
を
基
に
考
察
し
た
。
両
国
関
係
は
比
較
的
早
く
、
日
本
が
開
国
し
て
間
も
な
い
時
期
に
外
交
関
係
が

結
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
二
重
君
主
国
と
の
関
係
で
あ
る
。
列
強
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
君
主
国
と

日
本
は
不
平
等
条
約
を
結
ん
で
お
り
日
本
に
と
っ
て
は
条
約
改
正
が
長
い
間
目
的
で
あ
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
で
欧
州
の
秩
序
は
大

き
く
変
わ
り
、
日
本
は
戦
勝
国
と
し
て
パ
リ
講
和
に
署
名
す
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
か
つ
て
な
い
悲
劇
を
も
た
ら
し
た
ト
リ
ア
ノ
ン
条
約

に
署
名
し
、
そ
の
後
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
境
線
画
定
で
は
委
員
と
し
て
日
本
人
も
参
加
し
比
較
的
中
立
的
な
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
そ
れ

は
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
も
認
識
さ
れ
て
お
り
、
大
戦
間
期
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
盛
り
上
が
っ
た
領
土
復
活
運
動
の
中
で
日
本
へ
の
期
待
と
な
っ

て
い
た
。
列
強
の
ひ
と
つ
と
世
界
外
交
の
舞
台
へ
出
て
き
た
ば
か
り
の
日
本
、
と
い
う
関
係
か
ら
、
君
主
国
が
瓦
解
し
て
小
国
に
な
っ

た
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
国
際
社
会
の
中
で
戦
争
を
経
て
大
国
に
な
り
つ
つ
あ
る
日
本
と
い
う
対
照
的
な
変
化
が
見
て
取
れ
る
。

　

一
九
二
〇
年
代
か
ら
外
交
関
係
は
あ
っ
た
も
の
の
公
使
館
が
ま
だ
相
互
に
は
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ウ
ィ
ー
ン
の
公
使
館
が
ハ
ン
ガ

リ
ー
を
管
轄
し
て
い
た
。
同
国
で
は
日
本
へ
の
関
心
が
高
く
様
々
な
領
事
業
務
が
発
生
し
て
い
た
。
今
岡
は
言
葉
を
よ
く
す
る
ブ
ダ
ペ

ス
ト
長
期
滞
在
者
と
し
て
公
使
館
か
ら
の
要
望
に
答
え
「
私
的
領
事
」
と
も
い
う
べ
き
活
動
を
請
け
負
っ
て
い
た
。
彼
の
仲
介
に
よ
り

ウ
ィ
ー
ン
見
本
市
の
日
本
展
示
品
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
両
国
間
で
通
商
取
極
め
が
結
ば
れ
た
。
そ
の
後

両
国
間
で
貿
易
が
開
始
さ
れ
る
。

　

一
九
三
〇
年
代
に
は
文
化
協
定
を
巡
っ
て
両
国
間
に
は
密
接
な
関
係
が
発
展
す
る
。
文
化
協
定
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
れ
は
戦
争
へ

向
か
う
時
期
の
こ
と
で
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
に
思
惑
を
持
っ
て
の
協
定
で
あ
っ
た
。
日
本
側
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
通
し
て
ソ
連
の
情
報
を
得
よ
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う
と
し
て
お
り
一
時
期
両
国
間
で
は
武
官
ど
う
し
の
協
力
関
係
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
文
化
協
定
に
相
応
し
い
活
動
も
展
開
さ

れ
て
お
り
日
本
に
お
け
る
日
洪
協
会
の
行
事
や
書
籍
を
通
し
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
つ
い
て
の
か
つ
て
な
い
多
角
的
な
情
報
が
も
た
ら
さ

れ
、
今
に
残
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
イ
メ
ー
ジ
の
基
礎
が
築
か
れ
た
。
大
戦
間
期
は
相
互
に
ま
だ
公
使
館
が
な
い
時
期
か
ら
活
発
な
外
交
活
動

が
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
お
互
い
に
政
治
的
な
思
惑
も
あ
り
、
相
互
の
公
使
館
設
置
を
経
て
交
流
が
広
が
っ
た
時
期
で
あ
る
。

　

戦
後
、
両
国
は
冷
戦
の
両
側
に
分
か
た
れ
国
交
も
休
止
し
て
い
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
ソ
連
圏
に
組
み
込
ま
れ
日
ソ
共
同
宣
言
ま
で
国

交
復
活
さ
え
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
動
乱
が
起
こ
り
今
岡
は
蜂
起
し
た
民
衆
の
側
で
救
援
活
動
を
行
っ
た
。
一
方
こ
の
事

件
で
国
交
回
復
は
ま
た
遠
の
き
一
九
五
九
年
に
や
っ
と
回
復
す
る
。
そ
の
後
基
本
的
な
条
約
等
は
整
い
つ
つ
も
交
流
は
限
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
壁
は
高
く
そ
そ
り
立
っ
て
い
た
。
戦
前
も
政
治
的
に
影
響
を
受
け
た
両
国
関
係
で
あ
っ
た
が
戦
後
も
ま
た

政
治
的
な
状
況
が
そ
の
関
係
の
あ
り
方
に
固
い
枠
を
は
め
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
一
九
七
三
年
、
新
た
に
結
ば
れ
た
文
化
協
定

の
記
念
と
し
て
、
病
を
患
う
今
岡
が
一
人
で
情
熱
を
傾
け
て
仕
上
げ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
辞
典
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
外
相
に
贈
呈
さ
れ
た
。
今

岡
の
活
躍
し
た
時
期
の
両
国
関
係
は
や
は
り
政
治
的
な
影
響
に
翻
弄
さ
れ
た
関
係
だ
っ
た
と
言
え
る
。

　

限
ら
れ
た
形
の
両
国
関
係
が
抜
本
的
に
変
化
す
る
に
は
一
九
九
〇
年
の
体
制
転
換
以
後
で
あ
る
。
現
在
は
よ
う
や
く
制
約
や
強
制
か

ら
自
由
で
率
直
な
交
流
が
発
展
し
て
い
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
二
〇
〇
四
年
、
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
、
ま
た
新
し
い
枠
組
み
で
の
関
係
が
始
ま
っ

て
い
る
。
今
後
、
開
示
さ
れ
た
史
料
を
基
に
し
た
外
交
の
始
ま
り
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
総
括
的
な
両
国
交
流
史
の
作
成
が
待
た
れ

る
。
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
名
に
つ
い
て
は
現
地
表
記
に
従
い
姓
・
名
の
順
と
し
た
。
）

【
本
稿
は
国
際
交
流
基
金
の
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
（
二
〇
一
二
～
二
〇
一
三
年
）
と
し
て
東
京
に
滞
在
し
調
査
研
究
し
た
成
果
の
一
部
を

含
む
も
の
で
あ
る
。
】
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註
　

（
１
） 
拙
著A Japán-tengertől a D

una-partig. B
udapest, 2006

な
ど
。

　

（
２
） 
今
岡
の
生
涯
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
津
田
塾
大
学
に
収
め
ら
れ
た
遺
品
の
史
料
を
基
に
し
て
い
る
。
書
簡
や
草
稿
、
ポ
ス
タ
ー

な
ど
は
目
録
化
さ
れ
て
い
な
い
の
で
日
付
及
び
「
今
岡
文
庫
」
と
だ
け
記
す
。

　

（
３
） 

今
岡
の
長
女
、
小
野
顕
恵
氏
と
の
面
談
、
一
九
九
九
年
五
月
二
十
日

　

（
４
） 

バ
ラ
ー
ト
シ
・
バ
ロ
グ
・
ベ
ネ
デ
ク (B

arátosi B
alogh B

enedek 1870-1945)　

民
俗
学
者
、
元
は
小
学
校
長
。
三
度
来
日
し
、

三
巻
の
大
冊
『
大
日
本
』
（
一
九
〇
六
）
や
十
八
巻
の
ツ
ラ
ン
シ
リ
ー
ズ
を
刊
行
し
た
。
ア
イ
ヌ
民
族
に
つ
い
て
の
貴
重
な
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
民
族
学
博
物
館
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。

　

（
５
） 

ツ
ラ
ン
と
は
元
々
古
い
ペ
ル
シ
ャ
語
で
イ
ラ
ン
か
ら
北
の
平
原
を
意
味
す
る
が
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
で
ア
ー
リ
ア
に
も
セ
ム
に

も
属
さ
な
い
民
族
の
総
称
と
し
て
ツ
ラ
ン
民
族
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
た
。
広
義
に
は
す
べ
て
の
膠
着
語
を
話
す
民
族
に
当
て

は
め
ら
れ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
も
日
本
も
こ
れ
に
属
す
と
さ
れ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ツ
ラ
ン
協
会
（
一
九
一
〇
～
一
九
四
五
年
）
は

当
初
学
術
団
体
と
し
て
活
動
し
会
報
「
ツ
ラ
ン
」
を
発
行
し
多
く
の
論
文
が
発
表
さ
れ
、
ツ
ラ
ン
民
族
の
研
究
、
友
好
関
係
の

構
築
等
を
目
的
と
し
て
い
た
。
こ
の
思
想
は
科
学
的
な
裏
付
け
は
な
か
っ
た
も
の
の
当
時
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
文
化
、
芸
術
の
広
い

範
囲
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

（
６
） ｢

虐
げ
ら
れ
た
る
ツ
ラ
ン
同
胞
よ
結
合
せ
よ
！
」
『
力
行
世
界
』
一
九
二
二
年
四
月
号

　

（
７
） ｢

ツ
ラ
ン
民
族
連
盟
せ
よ
」
『
東
京
日
々
新
聞
』
一
九
二
二
年
四
月
一
六
日
な
ど

　

（
８
） 

例

え

ば

次

の

記

事 „A
 japán bevándorlási tilalom

ról, japán-kínai barátságról.” Vasárnap 1924. július 20, „A
z am

erikai 

bevándorlási törvény új irányt adott a japán politikának.” 8 órai újság 1924. augusztus 5.
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（
９
） Im

aoka D
zsuicsiró: „M

it kérdeznek a japánitól M
agyarországon?” Ú

j N
ippon (B

udapest, 1929) pp.258-265. 
　

（
10
） 

今
岡
本
人
の
後
の
記
述
で
は
記
事
や
講
演
の
回
数
が
七
～
八
百
回
と
あ
り
、
こ
の
数
が
時
折
引
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
遺
品

に
残
る
記
事
の
切
り
抜
き
や
ポ
ス
タ
ー
の
数
は
そ
れ
ぞ
れ
概
ね
一
五
〇
前
後
で
あ
る
。
今
岡
は
か
な
り
几
帳
面
に
こ
れ
ら
の
記

録
を
残
し
て
い
た
よ
う
な
の
で
、
こ
れ
の
数
倍
と
い
う
数
は
滞
在
期
間
か
ら
推
測
し
て
も
現
実
味
に
欠
け
る
と
思
わ
れ
る
。

　

（
11
） 

例
え
ば „M

ilyen a japán ízlés?” Budapesti H
írlap 1925. novem

ber 4., „Japán szilveszter.” M
agyarság 1927. január 1., „A

 japán 

házásság.” M
agyarság 1926. július 25., „Fúriú, m

ilyenek a japán lakás, kert, szoba?” M
agyarság 1927. m

ájus 1.  

　

（
12
）  ｢

文
化
の
夕
べ｣

と
題
し
ラ
ー
コ
シ
セ
ン
ト
ミ
ハ
ー
イ
で
開
催
さ
れ
た
今
岡
講
演
の
ポ
ス
タ
ー
一
九
二
六
年
七
月
一
〇
日
、
今

岡
文
庫

　

（
13
） 

今
岡
の
甥
、
吉
岡
達
雄
氏
と
の
面
談
、
二
〇
〇
六
年
七
月
五
日

　

（
14
） 

入
場
料
は
数
千
か
ら
一
万
コ
ロ
ナ
前
後
。
支
払
い
書
で
は
例
え
ば
地
方
へ
出
か
け
て
三
回
の
講
演
で
一
三
七
万
コ
ロ
ナ
が
支
払

わ
れ
て
い
る
。
コ
グ
ト
ヴ
ィ
ッ
ツ
・
カ
ー
ロ
イ
、
フ
ェ
レ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ジ
ェ
フ
大
学
教
授
か
ら
今
岡
宛
の
書
簡
に
同
封
さ
れ
た

支
払
い
書
一
九
二
六
年
三
月
三
日
、
今
岡
文
庫

　

（
15
） M

agyar K
ultúra 1930. augusztus 15. sz., Protestáns Szem

le 1930. szeptem
ber sz., N

apkelet 1930. február sz.

　

（
16
） III. osztályú m

agyar érdem
kereszt

　

（
17
） 

カ
タ
リ
ン
舞
踏
会
一
九
二
七
年
二
月
九
日
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
舞
踏
会
一
九
二
八
年
二
月
二
〇
日
の
招
待
状
、
今
岡
文
庫

　

（
18
） 

今
岡
か
ら
セ
ー
ケ
イ
・
ア
ン
ド
ル
、
マ
ル
ト
ン
ヴ
ァ
ー
シ
ャ
ー
ル
貯
蓄
銀
行
頭
取
へ
の
返
書
の
写
し
一
九
二
七
年
一
二
月
一
六

日
、
今
岡
文
庫

　

（
19
） 

「
国
民
外
交
の
選
士
、
今
岡
氏
十
年
振
り
で
帰
朝
」
『
日
本
』
一
九
三
一
年
一
二
月
二
五
日
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（
20
） 

今
岡
一
九
二
九
年
の
年
賀
状
、
今
岡
文
庫

　

（
21
） 
「
東
洋
の
血
を
受
け
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
生
活
」
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
一
九
四
〇
年
一
二
月
一
五
日
号
、
二
三
～
二
五
頁

　

（
22
）  
日
洪
新
書
と
し
て
こ
の
他
『
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
観
た
パ
ン
ゲ
ル
マ
ン
主
義
と
パ
ン
ス
ラ
ブ
主
義
』(

一
九
四
三)

、
『
欧
州
に
お

け
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
地
位
』(

一
九
四
四)

、
『
ハ
ン
ガ
リ
ー
物
語
歴
史
』(

一
九
四
三)

が
出
版
さ
れ
た
。

　

（
23
）  

松
浦
正
孝
『
「
大
東
亜
戦
争
」
は
な
ぜ
起
き
た
の
か
』
二
〇
一
〇
年
、
三
六
〇
～
三
六
二
、
四
七
二
頁

　

（
24
）  

今
岡
一
九
二
九
年
の
年
賀
状
、
今
岡
文
庫

　

（
25
）  

日
本
ハ
ン
ガ
リ
ー
救
援
会
報
第
四
号
一
九
五
七
年
一
一
月

　

（
26
）  

前
掲
註

（2）
小
野
氏
と
の
面
談

　

（
27
）  

ペ
ー
タ
ー
・
パ
ン
ツ
ァ
ー
『
日
本
オ
ー
ス
ト
リ
ア
関
係
史
』
一
九
八
四
年
、
四
四
～
四
五
頁

　

（
28
） 

例

え

ばK
reitner G

usztáv: G
róf Széchenyi Béla keleti utazása, 1892. G

róf Vay Péter: K
elet császárai és császárságai, 1906. A 

keleti féltekén, 1918. B
arátosi B

alogh B
enedek: D

ai N
ippon, 1906.

　

（
29
）  C

sonkaréti K
ároly: C

sászári és királyi hadihajók. D
ebrecen, 2002. pp.75-87.

　

（
30
） M

ezey István: Az igazi Japán. 1939. pp.95-129.

　

（
31
） 

牧
野
伸
顕
『
回
顧
録
』
下 

一
九
七
八
年
、
一
九
五
頁

　

（
32
） 

今
岡
一
九
二
八
年
の
年
賀
状
、
今
岡
文
庫

　

（
33
） 

今
岡
の
年
賀
状
一
九
二
八
年
及
び
一
九
二
九
年
、
今
岡
文
庫

　

（
34
） 

ク
レ
ー
ベ
ル
ス
ベ
ル
グ
・
ク
ノ
伯
爵
（gróf K

lebelsberg K
uno 1875-1932

）　

政
治
家
、
文
化
大
臣
（
一
九
二
二
～
一
九
三
一
年
）
、

教
育
制
度
の
整
備
と
改
革
、
ま
た
文
化
政
策
の
分
野
で
高
い
功
績
を
挙
げ
た
。
同
氏
よ
り
今
岡
へ
の
書
簡
一
九
二
八
年
一
月
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三
一
日
、
今
岡
文
庫

　

（
35
） 

モ
ー
ラ
・
フ
ェ
レ
ン
ツ
（M

óra Ferenc 1879-1934

）　

作
家
、
博
物
館
長
。
生
涯
セ
ゲ
ド
で
過
ご
し
農
民
や
市
井
の
人
々
を
題

材
に
し
た
ユ
ー
モ
ア
小
説
で
人
気
を
博
し
た
。
青
少
年
文
学
で
も
優
れ
た
作
品
を
残
し
現
在
で
も
読
み
継
が
れ
て
い
る
。
同
氏

よ
り
今
岡
へ
の
書
簡
一
九
二
九
年
一
月
三
日
、
今
岡
文
庫

　

（
36
） 

サ
パ
ー
リ
伯
今
岡
宛
書
簡
、
一
九
二
七
年
一
月
七
日
、
今
岡
文
庫

　

（
37
） 

パ
ー
イ
・
デ
ー
ネ
シ
ュ
、
ノ
ー
グ
ラ
ー
ド
・
ホ
ン
ト
県
知
事
よ
り
今
岡
へ
の
書
簡
一
九
二
七
年
一
二
月
二
九
日
、
今
岡
文
庫

　

（
38
） 

フ
ァ
ル
カ
シ
ュ
・
ヤ
ー
ノ
シ
ュ
よ
り
今
岡
へ
の
書
簡
一
九
二
七
年
一
二
月
三
〇
日
、
今
岡
文
庫

　

（
39
） 

ヴ
ラ
シ
ッ
チ
・
ジ
ュ
ラ
男
爵 (báró W

lassics G
yula 1852-1937)　

文
化
大
臣
（
一
八
九
五
～
一
九
〇
三
年
）
、
貴
族
院
議
長

（
一
九
二
七
～
一
九
三
五
年
）
。
今
岡
宛
書
簡
一
九
二
九
年
一
月
二
日
、
今
岡
文
庫

　

（
40
） 

セ
ー
チ
ェ
ー
ニ
・
バ
ー
リ
ン
ト
伯
爵
（gróf Széchenyi B

álint 1893-1954

）　

墺
洪
君
主
国
軍
の
少
将
、
一
九
世
紀
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
改
革
を
進
め
た
高
名
な
政
治
家
セ
ー
チ
ェ
ー
ニ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
孫
。
同
氏
よ
り
今
岡
へ
の
書
簡
一
九
二
九
年
二
月

二
八
日
、
今
岡
文
庫

　

（
41
） 

ボ
ゾ
ー
キ
・
デ
ジ
ェ
ー
（B

ozóky D
ezső 1871-1957

）　

墺
洪
君
主
国
海
軍
医
。
船
医
と
し
て
来
日
し
そ
れ
を
も
と
に
二
巻
の
大

冊 K
ét év K

eletázsiában (

「
東
ア
ジ
ア
で
の
二
年
間
」
一
九
一
一)

を
著
し
一
巻
が
日
本
の
記
述
に
当
て
ら
れ
た
。

　

（
42
） 

分
割
さ
れ
た
旧
ハ
ン
ガ
リ
ー
領
の
地
名
。
記
述
順
に
ブ
ラ
チ
ス
ラ
ヴ
ァ
（
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
）
、
コ
シ
ツ
ェ
（
同
）
、
ク
ル
ー
ジ
ュ

ナ
ポ
カ
（
ル
ー
マ
ニ
ア
）
、
ア
ラ
ド
（
同
）
、
ス
ボ
テ
ィ
カ
（
セ
ル
ビ
ア
）
。

　

（
43
） 

ナ
ジ
・
イ
ヴ
ァ
ー
ン
（V

itéz N
agy Iván 1868-1947

）　

文
化
省
局
長
顧
問
、
ペ
ー
チ
大
学
教
授
、
日
本
協
会
副
会
長
。
今
岡
宛

書
簡
一
九
二
九
年
四
月
一
一
日
、
今
岡
文
庫
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（
44
） M

agyar-C
sehszlovák H

atárm
egállapító B

izottság. A
 m

agyar biztos iratai 1921-1922 H
adtörténelm

i Levéltár  
　

（
45
） ｢

巴
里
平
和
諸
条
約
一
九
一
八
年
国
境
画
定
委
員
会
」2.3.1.44

‐1

「
チ
ェ
ッ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
」
、
匈
、
墺
、
波
蘭
、
独
間
、

外
交
史
料
館

　

（
46
） 

同
上44
‐2
　

羅
、
匈
間
、
及
び
佐
野
の
終
末
報
告
書

　

（
47
） W

interm
antel Péter-Sallay G

ergely Pál: „A
 m

agyar-japán diplom
áciai kapcsolatok története, 1918-1945.” p.147 In:Tanulm

ányok a 

m
agyar-japán kapcsolatok történetéből 2009. B

udapest

　

（
48
） Ibid. p. 167.

　

（
49
） „Japán ajándéka M

agyarországnak.” Turán, 1927. III-IV, pp.109-110.

　

（
50
） 

メ
ゼ
イ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
よ
り
今
岡
へ
の
書
簡
一
九
二
七
年
八
月
一
一
日
、
今
岡
文
庫

　

（
51
） N

agy Iván: N
agy K

elet-Ázsia. 1943. pp.127-128. Függelék pp.66-167.

　

（
52
） 

フ
ェ
レ
ン
ツ
・
エ
ミ
ル
教
育
研
究
所
長
か
ら
今
岡
へ
の
書
簡
一
九
二
七
年
一
〇
月
一
〇
日
、
今
岡
文
庫

　

（
53
） 

ハ
ン
ガ
リ
ー
商
工
会
議
所
副
会
頭
セ
ー
カ
ー
チ
か
ら
今
岡
へ
の
書
簡
一
九
二
八
年
六
月
一
日
、
今
岡
文
庫

　

（
54
） 

大
野
守
衛
公
使
よ
り
幣
原
大
臣
へ
の
電
文
一
九
二
九
年
七
月
二
六
日
「
外
国
見
本
市
関
係
雑
件
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
部
」

E.2.8.0.2-15. 

外
交
史
料
館

　

（
55
） C

ím
tár, Budapesti N

em
zetközi Vásár. B

udapest, 1929. pp.217-234.

　

（
56
） 

今
岡
が
作
成
し
た
ブ
ダ
ペ
ス
ト
見
本
市
報
告
書
一
九
三
〇
年
日
付
不
詳
、
今
岡
文
庫

　

（
57
） K

iss Sándor : „A
 szaggatott m

agyar-japán kereskedelm
i kapcsolatok krónikája.” p.330 In: Tanulm

ányok a m
agyar-japán 

kapcsolatok történetéből 2009. B
udapest
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際
関
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第
二
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第
二
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（
二
〇
一
三
年
）
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（
58
） 

今
岡
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
滞
在
十
年
」
日
本
週
報
一
九
五
七
年
一
月
五
日
五
八
～
五
九
頁
、K

épes Pesti H
irlap 1927. nov. 24.

　

（
59
） 

今
岡
一
九
二
八
年
の
年
賀
状
、
今
岡
文
庫

　

（
60
） 
高
松
宮
夫
妻
の
訪
問
に
つ
い
て
は
現
地
紙
の
報
道
、
今
岡
の
草
稿
（
今
岡
文
庫
）
及
び
大
道
社
発
行
の
ツ
ラ
ン
協
会
機
関
紙
『
大

道
』
（
一
九
三
一
年
一
号
）
の
掲
載
記
事
に
よ
る
。

　

（
61
） 

百
瀬
宏
「
新
興
東
欧
諸
国
と
日
本
」
『
戦
間
期
の
日
本
外
交
』
一
九
八
四
年
、
一
九
二
～
一
九
四
頁

　

（
62
） 

日
洪
文
化
協
定
問
題
協
議
会
に
お
け
る
市
川
彦
太
郎
の
発
言
。
「
日
洪
文
化
連
絡
協
議
会
関
係
」
一
九
三
七
年
一
二
月
一
一
日

B
1.0,0,J/H

外
交
史
料
館

　

（
63
） 

百
瀬
前
掲
書
一
九
五
～
一
九
六
頁

　

（
64
） N

agy  Iván :  N
agy  K

elet  Ázsia.  B
udapest.  1943.  pp.1 21-125.  

参
照:  Paikert  G

éza : „A
 japán-m

agyar kultúregyezm
ény  és  annak     

eddigi kihatásai.” K
ülügyi Szem

le 1941. jan. pp.22-24.

　

（
65
） 

文
化
協
定
に
関
す
る
ホ
ー
マ
ン
・
バ
ー
リ
ン
ト
文
化
相
の
発
言Ú

j M
agyarság 1939. jún. 28.

　

（
66
） 

協
議
会
の
第
一
回
会
合
へ
送
ら
れ
た
テ
レ
キ
の
挨
拶
、
日
洪
連
絡
協
議
会
関
係
文
書
、
今
岡
文
庫

　

（
67
） 

松
岡
の
挨
拶
文
「
日
洪
文
化
連
絡
協
議
会
関
係
」I,1,10,0,2-20

外
交
史
料
館

　

（
68
） Paikert G

éza: „ A
 japán–m

agyar kultúregyezm
ény és annak eddigi kihatásai.” K

ülügyi Szem
le 1941. jan. sz. pp.22-23.

　

（
69
） 

文
化
協
定
の
全
般
に
関
し
て
は
今
岡
文
庫
に
草
稿
を
含
め
史
料
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
以
下
の
博
士
論
文
も
文
化
協
定
を
詳
し

く
論
じ
て
い
る
。
近
藤
正
憲
『
戦
間
期
に
お
け
る
日
洪
文
化
交
流
の
史
的
展
開
』
一
九
九
九
年
、
千
葉
大
学

　

（
70
） 

戦
間
期
に
流
布
し
た
話
で
あ
る
が
、
医
学
的
に
は
認
証
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
辞
典
に
は
こ
れ
に
つ
い
て
の

記
述
が
見
ら
れ
る
。「
蒙
古
斑
は
我
が
国
で
は
頻
繁
に
見
ら
れ
る
」（Ú

j Idök Lexikona 17-18 köt. B
udapest, 1940

）
、
あ
る
い
は
「
我
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が
国
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
」
（Az egészségügy ABC

 B
udapest, 1978

）

　

（
71
） 
百
瀬
前
掲
書
二
〇
一
～
二
〇
二
頁

　

（
72
） G

hika G
yörgy rádióbeszéde. 1940. nov. 26. M

O
L K

63. K
ülügym

inisztérium
. Politikai iratok.115. csom

ó. 15. tétel: Japán.

（
ハ
ン

ガ
リ
ー
国
立
公
文
書
館
）

　

（
73
） 

軍
事
的
外
交
関
係
が
発
展
し
人
的
交
流
も
公
使
館
を
通
し
て
増
え
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。W

interm
antel 

Péter-Sallay G
ergely Pál: „A

 m
agyar-japán diplom

áciai kapcsolatok története, 1918-1945.” pp.141-148 In: Tanulm
ányok a m

agyar-

japán kapcsolatok történetéből 2009. B
udapest

　

（
74
） Ibid. pp. 164- 168.

　

（
75
） 

日
洪
文
化
協
会
会
長
三
井
高
揚
よ
り
外
務
大
臣
幣
原
喜
重
郎
へ
の
補
助
金
申
請
書
一
九
四
五
年
一
〇
月
、
今
岡
文
庫

　

（
76
） W

interm
antel - Sallay Ibid. pp.161-164.

　

（
77
） 

古
垣
駐
パ
リ
日
本
大
使
よ
り
藤
山
大
臣
へ
の
電
報
な
ど
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
国
交
回
復
申
入
れ
関
係
」
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

A
-0147 

外
交
資
料
館

　

（
78
） W

interm
antel Péter: „A

dalék a Japán-M
agyar B

aráti Társaság 1945-1975 közötti történetéhez.” pp.612-616. In: Tanulm
ányok a 

m
agyar-japán kapcsolatok történetéből 2009. B

udapest

　

（
79
） 

藤
田
一
郎
か
ら
今
岡
へ
の
書
簡
一
九
六
三
年
五
月
二
四
日
、
今
岡
文
庫

　

（
80
） 

前
掲
註

（2）
小
野
氏
と
の
面
談

　

（
81
） 

マ
ー
チ
ュ
シ
ュ
・
シ
ャ
ー
ン
ド
ル
氏
と
の
面
談
二
〇
一
二
年
六
月
一
三
日

　

（
82
） 

小
平
功
『
日
本
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
交
回
復
五
〇
年
を
顧
み
て
』
霞
関
会
会
報
二
〇
〇
九
年
一
二
月
号


